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昭

和
四

十
三

年
三

月

熊

本

県

文

化

財

調

査

報

告

石
川

山

古
墳
群
発

掘
調
査

前

島

貝

塚

発

掘

調

査 第

九

集

熊

本

県

教

育

委

員

会



序

開
発
工
事
に
と
も
な
う
文
化
財
保
護
問
題
は
現
在
の
社
会
が
も
っ
大
き
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。

石
川
山
古
墳
群
は
果
樹
園
造
成
工
事
に
よ
り 、

前
島
貝
塚
は
天
草
架
橋
に
と
も
な
う
建
設
工
事
に
よ
り

現
状
保
存
が
困
難
と
な
っ

た
遺
跡
で
あ
る 。

昭
和
四
十
一

年 、

熊
本
県
は
国
庫
補
助
を
受
け 、

こ
れ
ら
遺
跡
の
記
録
保
存
の
た
め
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
が 、

本
書
は
そ
の
調
査
報
告
で
あ
る
。

両
調
査
と
も
に
炎
天
下
の
作
業
で
あ
っ

た
た
め
関
係
者
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
が
あ
っ

た
。

ま
た 、

発
掘
後
の
整
理
に
つ
い
て
も 、

あ
い
つ
ぐ
開
発
事
業

に
と
も
な
う
文
化
財
調
査
に
追
わ
れ 、

極
め
て
不
利
な
状
況
に
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は 、

調
査
員
各
位
を
は
じ
め 、

関
係
機
関

並
び
に
地
元
関
係
者
の
絶
大
な
協
力
と
文
化
財
に
対
す
る
深
い
情
熱
の
た
ま
も
の
と
厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お 、

本
書
の
刊
行
に
当
た
り 、

御
多
忙
の
中
に
執
筆
い
た
だ
い
た
各
位
に
対
し 、

深
甚
な
る
謝
辞
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭

和

四

十

三

年

三

月

貴島

本

県

教

育

委

員

メ泳三:s;
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石

川

山

古

墳

群

調

査

報
k 
口

回

辺

昭長哲

桑緒卒隈原

口

勝

原方岡

;憲

�t 

ヵ:

し

き

彰勉昭志之夫

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
石
川
山
は

、

今
ま
で
石
川
部
落
の
入
会
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が

、

昭
和
四
一

年一一一
月 、

他
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
ヮ

た
。

買
主

は
農
業
構
造
改
善
事
業
法
に
よ
る
果
樹
園
造
成
を
計
画
し
全
山
の
樹
木
を
伐
採
し
た
と
こ
ろ 、

従
来
知
ら
れ
て
い
た
二
基
の
古
墳
の
ほ
か
に
新
た
に
七
基
の
古
墳
が
発
見

さ
れ
た

。

県
教
育
委
員
会
で
は
直
ち
に
現
地
を
調
査
し

、

地
も
と
の
植
木
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
石
川
部
落
代
表
者
と
折
衝
を
重
ね
た
が
古
墳
群
の
現
状
保
存
が
困
難
な

た
め
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
主
催
で
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

調
査
は
昭
和
四
一

年
七
月一
一
一

日
か
ら
七
月
三
O
日
に
か
け
て
行
な
わ
れ 、

幸
い
連
日
の

快
晴
に
恵
ま
れ
て
予
期
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

。

調
査
に
当
っ

て
は
標
記
の
六
名
が
調
査
員
と
し
て
参
加
し
た

。

県
立
第
二
高
等
学
校
お
よ
び
県
立
山
鹿
高
等
学
校
の
考
古
学
部
員
の
諸
君
が
補
助
員
と
し
て
測
量 、

発

掘
の
労
力
面
を
担
当
し
て
焼
け
る
よ
う
な
炎
熱
を
克
服
し
て
努
力
し
て
い
た
だ
い
た

。

熊
本
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
お
い
て
は

、

課
の
総
力
を
あ
げ
て
連
日
調
査

に
参
加
し

、

煩
墳
な
庶
務
一

切
を
担
当
さ
れ
た

。

ま
た
地
も
と
の
植
木
町
教
育
委
員
会
・

植
木
町
役
場
か
ら
も
万
全
の
御
協
力
を
う
け
た

。

こ
と
に
植
木
町
役
場
相
良
武

氏
は
古
漬
群
立
地
地
形
の
測
量
に
連
日
御
努
力
い
た
だ
い
た

。

こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は

、

「
は
し
が
き
」
「
地
形
と
環
境
」

を
原
口
長
之 、
「
遺
跡
と
遺
物
」

の
う
ち
「
第
一
・

第
二
号
墳
」

を
田
辺
哲
夫 、

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

「
第
三



石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

号
墳
」

を
原
口
、

「
第
四
号
墳
」

隈
昭
志・
原
口 、
「
第
五
号
墳
」

平
岡
勝
昭 、
「
第
六
号
墳
」

桑
原
憲
彰 、
「
第
七
・

八
・

九
号
墳
」

緒
方
勉 、
「
結
び
」

原
口
。

調
査
日
誌

- 2ー

は
各
調
査
員
に
よ
っ
て
記
録
せ
ら
れ
た
も
の
を
原
口
が
摘
記
し
た

。

そ
の
他
石
室
構
築
に
使
用
し
た
石
材
の
鑑
定
に
つ
い
て
は
古
家
修
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
た

。

採
集
し
た

主
と
し
て
中
世
の
人
骨
は
熊
本
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
に
お
さ
め
ら
れ 、

後
日
そ
の
研
究
結

果
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
調
査
が
完
了
し 、

こ
の
報
告
書
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
以
上
の
よ
う
な
各
方
面
か
ら

の
温
か
い
御
協
力
と
御
援
助
が
あ
っ

た
。

改
め
て
心
か
ら
な
る
お
礼
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

(
原
口
長
之)

地

境

形

と

環

〔一
〕
位

置

熊
本
県
鹿
本
郡
船
木
町
大
字
石
川
字
塚
前
九
七
番
地
(
所
有
者

組
木
町
石
川
区
代
表

士ロ

岡
光
儀)

「
一
一
一
一
五
0
0
0

熊
本
七
号
高
瀬
の

う
え
き
」

間
隔
に
お
い
て
岡
幅
の
東

端
よ
り

一
一
・

六
糠

。

北
端
よ
り
七
・

六
糎
の
と
こ
ろ
に
一
一
・

七
四
米
の
関
根
点
が
あ
る
。

こ
の
岡
根
点
の
北
方 、

図
上
約
0
・

六
糎
に
標
高
一
一

五
米
の
小
正
取
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
小
丘
阜
を
中
心
と
す
る
山
地
を
俗
に
石
川
山
と
よ
び 、

こ
の
山
地
に
九
基
の
古

墳
が
点
在
す
る
。

こ
の
う
ち
の
二
基
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が 、

の
こ
り
の
七
基
は
昭
和

四
一

年
三
月
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
石
川
山
古
墳
群
で
あ
る
。

〔一一〕
地
形
と
文
化
的
環
境

阿
蘇
火
山
外
輪
山
の
西
麗
に
続
い
て
展
開
す
る
一

帯
の
台
地
を
肥
後
台
地
と
よ
び 、

肥
後
台

地
の
主
体
部
を
な
す
の
が
合
志
原
・

黒
石
原
地
域
で
あ
る
。

大
体
に
お
い
て
一

O
O
米
な
い
し

三 、

四
O
米
の
標
高
を
持
つ
火
山
性
の
洪
積
台
地
で
あ
る
が 、
こ
の
台
地
面
に
飯
高
山
(
一

二
八



米
-
消
山
(一
円
五、
問
米)

弁
天
山
(一
四、
七
米)
-
岩
野
山
(一
二
八、
一
米)
な
ど
の
小
丘
群
が
飛
び
石
の
よ
う
に
散
在
す
る。
こ
れ
ら
の
小
丘
群の一

つ
が
石
川
山
や
そ
れ
に
隣
り
す
る
横
山
で
あ
る。

石
川
山の
山
頂
に
立っ
て
東
方
を
の
ぞ
む
と
標
高
八
五
米
の
平
坦
な
畑
地
が
は
る
ば
る
と
ひ
ら
け、
畑
地
の
は
て
に
野々
島の
大
集
落
が
位
置
し、
視
界の
は
て
に
阿

蘇
火
山
脈の
山
肌
が
青
くつ
ら
なっ
て
い
る。
石
川
山
の
西
方
は
開
析
さ
れ
て
浅
くて
広い
谷
と
な
り、
古
来
小
野
小
町
の
生
誕
地
と
附
会
さ
れ
た
「
小
野の
泉
水」
と

呼
ぶ
大
湧
水
池
が
あ
り
そ
の
縁
辺
に
水
田
が
発
達
す
る。

平
坦
な
台
地
面
に
降
伏…
と
そ
び
え
る
こ
の
山
は
古
代
豪
族の
奥
津
城に
ふ
さ
わ
し
く、
周
辺
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ
る
趣
が
あ
り
古
くか
ら
霊
山
視
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

占め
る。こ

の
地
方一
帯は
県
か
な
古
代
文
化の
集
積
地
で
あ
る。
石
川
山
古
墳
群の
あ
る
柏
木
町
及
び
そ
の
隣
接
町
村に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
遺
跡
数
を
示
す
と、
Mm
木
町

①

 

で
二
二
個
所、
鹿
央
町
で
二一、
澗
水
町
五
三、
西
合
志
村
二
八
を
数
え
る。
こ
の
な
か
で
古
墳の
分
布
を
し
らべ
て
み
る
と
古
墳
は
次の
五
グ
ル
ー
プ
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
る。

① 
石
川
山
古
墳
群

② 

横
山の
古
墳
務

横
山の
中
腹
に
あ
る
円
墳
で
横
穴
式
複
室
巨
石
墳の
「
お
に
の
い
わ
や」
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
円
墳
群で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
五
法
あ

③ 

る。
こ
の
ほ
か
四
基
あ
ま
り
あ
る
と
い
わ
れ
る。

間
合
志
村
合
生
の
古
墳
群

県
下
屈
指の
壮
大
な
墳
丘
を
もっ
円
墳、
濡
れ
観
音
古
墳
と
そ
の
近
くに
散
在
す
る
大
小
十
基の
円
墳
を
合
む。

@

 

鬼
塚。
ち
ょ
う
塚
な
ど
九
基の
円
墳
が
あ
る。
近
接
す
る
久
米
若
宮
古
墳
か
ら
方
格
規
矩
文
鏡
を
出
し
て
い
る。

④ 

澗
水
町
田
島の
古
境
群

@ 

柏
木
町
丸
山の
古
墳
群

七つ
塚、
さ
さ
塚
な
ど
も
と
は
十
数
基
あっ
た
と
伝
え
る。
玄
蕃
塚。
立
山
横
穴
群、
宮
穴
横
穴
群
な
ど
も一
連の
もの
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る。

以
上
の
古
墳
は
料
水
町
田
島の
古
墳
群の一
部
が
古い
時
代
に
調
査
さ
れ
た
だ
け
で
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て
い
な
い。
従っ
て
各
古
墳
群
相
互
の
編
年
的
関

係
や
各
群
中
に
お
け
る
各
古
墳の
位
置
ず
け、
そ
れ
ら
の
背
後に
想
定
さ
れ
る
社
会
構
造
な
ど
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い。
ハ
原
口
長
之)

遺

跡

と

遺

物

〔
1〕
古
漬
の
呼
称
と
調
査
し
た
古
境

- 3 ー

石
川
山
古
墳
群
調
査
報
告



豊富
知 ø"

E事
月ff}
謹

三

ミニpノ\

E
時
蔵
拙鴨
川m
出翠
」N
到
� 

- 4 -

石
川
山
古
墳
群
調
変
報
告

回調M
図
剖



ち9， ， 
'" "'. F 

/ 

.....・-、r，可‘司t
L 、 ， I 

r \ -， 
2 、d 、吋、 、、J / 、 、�.、一 一'一、 一・.、・・d町

島，a 

石川山第 1 号墳墳形図

(西堀 ・ 福原・福田実測)

。1: 

第3図

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

石
川
山
の
丘
陵
上
に
散
在
す
る
九
基
の
古
墳
に
つ
い
て
は
総
括
し
て
石

川
山
古
墳
群
と
称
し、

各
個
の
古
墳
を
ば
第
二
図
に
数
字
を
も
っ
て
示
し

た
よ
う
に
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。

調
査
後
の
処
置
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
が
植
木
町
教
育
委
員
会、

石

川
区
代
表
者
と
折
衝
の
結
果、

山
頂
部
に
あ
る
第
一
、

第
二
、

第
三
号
墳

は
現
状
の
ま
ま
存
置
し、

第
四、

第
五
号
墳
は
調
査
の
結
果
必
要
で
あ
れ

ば
石
室
の
部
分
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
六
、

第
七、

第
八、

第
九
号

墳
は
本
来
円
墳
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

第
六
号
墳
に
多
少
の
封
土
を

残
す
ほ
か
は
破
損
も
し
く
は
消
滅
に
近
い
状
態
で
あ
っ
て
開
墾
も
止
む
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

従
っ
て
今
回
の
調
査
は
第
三
号
墳
以
下

の
諸
墳
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
し、

余
力
が
あ
れ
ば
第
一
、

第
二
号

墳
の
墳
形
図
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

存
置
可
能
の
第
三
号
墳
を
調

査
対
象
に
加
え
た
の
は
、

こ
の
古
墳
が
既
に
天
井
石
の
一

部
を
失
な
い
、

そ
こ
か
ら
自
由
に
石
室
に
出
入
で
き
る
状
態
に
あ
り、

こ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
開
墾
作
業
な
ど
に
関
連
し
て
破
壊
が
進
む
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
調
査
記
録
す
る
必
要
を
感
じ
た
た
め
で
あ
る
。

ハ2〉
第
一

号
墳
(
第
三
図〉

石
川
山
の
稜
線
の
北
端、

標
高
一
一

0
・

八
三
米
に
立
地
す
る
円
墳
で

あ
る
。

直
径
九
米、

高
さ
五
O
艇
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
稜
線
上
に

立
地
す
る
の
で
遠
く
か
ら
古
墳
の
存
在
が
す
ぐ
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
い

見
か
け
を
も
っ
て
い
る
。

中
央
部
が
約
三

O
糎
の
深
さ
に
陥
没
し
て
い

る
。

盗
掘
を
う
け
た
あ
と
で
あ
ろ
う
。

丹
彩
の
残
存
す
る
石
材
が
四
個
発

- 5 -
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石川山第2号境墳形図第4図

見
さ
れ
た。
封
土
の
高
さ
か
ら
いっ
て
石
室の
存
在は
考
え
ら
れ
な
い
の
で、
こ
の
石
材は

古
墳の
主
体
を
な
す
石
棺の
破
片
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
石
棺が
家
形か
箱
式か
明
瞭
で

- 6ー

な
い
が
石
材
破
片の
厚み
か
ら
言
え
ば
箱
式
石
棺
ら
し
く
み
え
る。
封
土
を
盛
る
と
い
う
よ

り
も
寧
ろ、
石
棺
を
埋
葬し
て
土
を
か
ぶ
せ
た
の
が
円
墳
状を
呈
し
た
と
い
う
の
が
妥
当
か

も
知
れ
な
い。
本
古
墳
群
で
最
も
古
く
編
年
さ
れ
る
もの
で
あ
ろ
う。
(田
辺
哲
夫)

ハ8)
第=
号
墳
ハ
第
四
図〉

山
の
稜
線
上
に
築
造
さ
れ
た
小
規
模
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る。
長
軸の
方
向
は
北二
七
度

東。
墳
丘
の
長
さ
三
回
米、
後
円
部の
直
径
二
二
米、
前
方
部の
幅は
明
瞭
で
な
い
が
推
定

十
米。
高
さ
は
後
円
部
で
四
米、
前
方
部
で
二
米。
埴
輪、
葺
石、

周様、
表
飾の
石
造
物

な
ど
は
な
い。

前
方
部
が
未
発
達
で
い
わ
ゆ
る
帆
立
は
式
又
は
柄
鏡
式
古
墳
と
称せ
ら
れ
る
形
態
に
近

'u

 

未
発
掘で
内
部
主
体は
不
明
だ
が
墳
丘
の
高
さ
か
ら
み
て
横
穴
式
石
室の
存
在は
考
え
ら

れ
ない。
竪
穴
式
石
室
か
石
棺
類
で
あ
ろ
う。

我
が
国
発
生
期の
古
墳の
第一
の
特
色
が
自
然の
地
形
を
き
わ
め
て
よ
く
利
用
す
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
は一
般
に
認
容
さ
れ
る
とこ
ろ
で
あ
る。
こ
の
古
墳の
よ
う
に
丘
陵
地
形
を
そ

の
ま
ま
古
墳
立
地の
基
盤
と
し
て
利
用
し、
少
な
い
盛
土
で
ある
に
も
か
か
わ
ら
ず、
低
地

帯か
ら
の
見か
け
の
上
で
古
墳
の
存
在
を
くっ
き
り
と
き
わ
だ
た
せ
る
や
り
か
た
は
古
式
古

墳の
典
型
的
な
姿
相
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う。
上
回
釘
氏に
よ
る
と
近
畿
地
方の
古
式

古
墳に
お
け
る
後
円
部の
長
さ
と
前
方
部の
長
さ
の
比
は
六日
四
を
示
す
と
い
う
が、
本
古

墳の
そ
れ
が
二
二
米一
一
四
米、
即
ち
六
二ニ・
八
を
示
すこ
と
は
興
味
深い。

哲
夫)

(田
辺
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①
熊
本
県
教
育
委
員
会
「
熊
本
県
理
蔵
文
化
財
地
名
表、
昭
和
三
七
年
度」

会
「
熊
本
県
新
産
業都
市
指
定
地
区 、
遺
跡
地
名
表 、
追
加
及
び
工
事
関

係
分 、
昭
和
四
O
年」

①
「
熊
本
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告 、
第二
冊」
所
収

③
上
回一
計
「
前
方
後
円
墳
の
型
式
学
的
研
究
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
」

古
代

学
研
究
開問
所
収

ハ
8)

号

第

墳

墳
形
(
第
五
岡
)

背
斜
部
稜
線
上
に
築
造
さ
れ
封
土
の
高
さ一
氏

米 、

封
土
の
甘拙
底
面
に
お
け
る
直
径
二
八
米
の
円
墳
で
あ
る
。

葺
石 、

積
輪 、

石
人
な
ど
の
施
設
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
。

周
濠
の
あ
と
も
な

ぃ
。

稜
線
上
よ
り

望
め
ば
非
常
に
壮
大
な
る
古
境
に
見
え
る
。

変
成
岩
の
巨
石
を
主
と
し
一

部
に
安
山
内れ
を
交

え
て
構
築
し
た
横
穴
式
複
室
杭
で
主
軸
の
方
向
は
北
一

八
度
東、

南
側

に
閉
口
す
る
。

羨
道
・

中
羨
門
・

前
室
・

奥
羨
門
・

玄
室
に
区
分
さ
れ

右
室
(
第
六
岡
)

る
。

主
軸
の
長
さ
は
基
底
部
に
お
い
て
玄
室
奥
壁
日

石
屋
形
内
壁
よ
り

羨
道
の
前
端
ま
で
六
米
九
O
帽慨
を
計
る
。

玄
室
の
間
口
は
北
壁
の
部
分
で
二
米
二
一

一担、

奥
行
は
主
軸
上
で
二

米
九
六
糎
の
矩
形
を
し
て
い
る
。

奥
控
ぞ
い
に
石
屋
形
が
っ
く
り
こ
ん

で
あ
る
。

但
し
石
屋
形
と
は
言
っ

て
も
極
め
て
粗
雑
な
も
の
で
奥
樫
と

両
側
壁
に
か
け
て
一

枚
の
安
山
岩
の
板
石
を
架
し
て
石
屋
形
築
造
の
意

闘
を
示
し
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い

。

玄
室
内
に
突
き
出
た
屋
根
の

奥
行
は
主
軸
上
で
五
六
糎 、

東
端
で
三
四
腕 、

西
端
で
三
六
糎
で
屋
根

-7-

と
し
て
も
整
っ
て
い
な
い

。

床
面
よ
り

天
井
ま
で
の

高
さ
は
二
米
六
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四
例

。

既
に
十日
く
閉
口
し
完
全
に
荒
ら
さ
れ
て
い
て
床
同
構
築
の
状
態
は
わ
か
ら
な
い

。

玄
室
内
に
残
存
し
て
い
た
凝
以
討
の
板
石
の
破
片
に
浅
い
く
り
こ
み
が
あ
る
の

床
が
あっ
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い。

で
遺
骸
を
寝
せ
る
た
め
の
ベ
ッ
ド
で
は
な
い
か
と
思
い
、

玄
室
北
東
隅
の
床
面
に
据
え
て
み
た
と
こ
ろ
大
体
に
お
い
て
適
合
す
る
。

石
屋
形
の
下
に
く
り
こ
み
を
も
っ
屍

前
室の
奥
行
は
主
軸
上
で一
米六
五
糎、
間
口
は
北
壁
沿
い
に一
米
七
O
糎
で
い
び
つ
で
は
あ
る
が
正
方
形
を
基
本
形
と
す
る。
床
面
よ
り
天
井
ま
で
の
高
さ
は一
米

八
O
糎
で
玄
室
よ
り
約
八
O
糠
低い。
床
面
構
築の
状
態
は
玄
室
と
同
じ
く
わ
か
ら
な
い。
奥
羨
門に
接
し
て
七
O
糎
×
七
O
糎
×
凹
O
糎
の
塊
石
が
あ
る
の
は
玄
室の

天
井
部
が
陥
落
し
た
もの
を
そ
の
後の
盗
掘の
と
き
前
室
内に
移
し
た
もの
で
あ
ろ
う。

玄
室・
前
室
に
お
け
る
側
壁
構
築
の
手
法は
、

床
面
に
巨
大
な
板
石
を
立
て
て
腰
と
し、
そ
の
上
部
に
不
規
則
な
塊
石
又
は
切
石
を
ゆ
る
やか
に
持
送
り
に
つ
み
あ
げ

天
井
部
が
や
や
締
約
し
た
と
こ
ろ
で一
枚
の
巨
石
を
もっ
て
ふ
さ
ぎ
天
井
と
す
る。
従ワ
て
そ
の
断
而
は
ゆ
る
や
か
な

lL�-� 

梯
形
状
を
呈
す
る。

羨
道
の
奥
行
は
主
軸
上
で
一

米
四
二
糎、
間
口
は
中
羨
門
を
離
れ
る
に
従っ
て
僅か
に
せ
ま
く
な
る
。

中
羨
門
沿い

に一
米、
羨
道
前
端
で
九
O
糠、
羨
道
の
西
側
壁
は
失
な
わ
れ
て
い
る
が
本
来は
東
側
曜
に
対
応
す
る
も
の
が
あっ
た

と
思
わ
れ
る。
天
井
は
な
い。

遺
物
(
第
七
岡
)

ぃ
。

僅
か
に
鉄
片
一

側、
青
磁
片
一

個
を
玄
室
床
間
よ
り
発
見
し
た
に
す
ぎ
な
い。

上
述の
よ
う
に
盗
掘
を
受
け
荒
廃
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
遺
物の
み
るべ
き
も
の
は
な

鉄
片
①
長
さ
七・
八
糠、
幅
二
糎、
厚
さ
0・
二
糎
の
板
状の
鉄
片で
飾
金
具の
破
片で
あ
ろ
う
。

鍍
金
が
あ
っ
た

も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い。

青
磁
片
②
長
さ
六・
八
糎、
幅
約
二・
六
糎、
厚
さ
0・
五
糎
の
口
縁
部
破
片
で
黄
土
色
の
表
面
に
引
掻い
た
よ
う

な
細
線が
あ
る。
後
世
の
混
入
で
あ
ろ
う。
(
原
口
長
之)

(
4) 
第
四
号
墳

噴
形
(
第
八
岡)

石
川
山
の
丘
陵の
東
斜
両
を
利
用
し
て
封
土
を
盛っ
た
円
墳
で
あ
る
が、
か
な
り
封
土
が
流
出

し
て
い
る
た
め
正
確
な
数
値は
つ
か
め
な
い。
玄
室の
床
面
か
ら
天
井
石
の
上
商
ま
で
の
高
さ
が
約
四
米
で
あ
る
の

で、
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
墳
丘
の
高
さ
は
約
四
米
五
O
糎
程
度
と
考
え
ら
れ
る。
も
し
四
米
五
O
糎
と
し
た
場
合、

石
川
山
古
墳
群
調
査
報
告

50111 
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そ
れ
を
現
在の
地
形に
よっ
て
み
る
と
復
原
し
た
直
径は
約

- 10ー

昭志)

一一
t

二
五
米
ほ
ど
に
な
ろ
う 。

現
状か
ら
み
た
墳
丘
と
石
室の

位
置
的
関
係
は 、
玄
室の
奥
壁
が
墳
丘
の
ほ
ぼ
中
央に
か
か
る

(隈

状
態
で
石
室
を
設
け 、
そこ
か
ら
主
軸
を
南に
向
け
て
い
る。

石川山第4号境l:J't形l羽

石
室
(
第
九
岡〉

古
墳の
形
式
は
平
田の
形
状
が
方
形に

近い
玄
室
と
前
室 、
そ
れ
に
羨
道
を
も
ち 、
入
口
を
ほ
ぼ
南に

向
け
た
全
長
約一
O
米
六
O
艇の
横
穴
式
復
室
墳で
あ
る。

玄
室は
奥
行
約
三
米一
O
糎 、
巾
約
二
米
五
三
糎の
ほ
ぼ
長

方
形
を
呈
し 、
両
側
壁
と
奥
獲に
そ
れ
ぞ
れ一
枚の
凝
灰
岩の

板
石
を
用い
て
石
室
を
造っ
て
い
る。
玄
室の
内
部に
は
さ
ら

第 81ま|

に
奥
壁
か
ら
約一
米
二
糎
の
と
こ
ろ
に
袖
石
を
立
て 、
そ
の
上

に
蓋
石
を
の
せ
た
造
り

付
け
の
石
屋
形を
備
え
て
い
る 。
蓋
石

は
約一
米二
O
糎
×
二
米
八
七
制 、
厚
さ
約
三一
極の一
枚
石

で一
部
を
破
損
し
て
お
り 、
その
部
分に
は
利
器で
もっ
て
打

造
後に
破
壊
さ
れ
た
もの
と
思
わ
れ
る。
破
壊
さ
れ
た
部
分の
破
片
の一
部
と
み
ら
れ
る
もの
が
床
面
上
に
散
乱
し
て
い
た
こ
と
は
か
な
り

古い
時
期の
破
壊で
あ
る
こ

欠
い
た
痕
跡
が
明
瞭に
認
め
ら
れ
る
の
で 、
お
そ
ら
く
古
墳
築

と
を
意
味し 、
共
伴
す
る
検
出
遺
物か
ら
考
え
て
糸
切
底の
時
期
頃
と
推
測
し
て
大
過
あ
る
ま
い 。
ま
た
石
屋
形の
禍
石
は
左
右
対
称に
造
ら
れ 、
床
面
よ
り

約五
O
糎

の
と
こ
ろ
で
内
費
し
て
美
し
く
調
整
さ
れ
て
い
る 。
そ
の
ほ
か
奥
壁
に
は一
聞
に
白
色の
顔
料
を
塗っ
た
痕
跡
が
あ
る
し 、
石
屋
形の
袖
石
の
前
聞に
も
同
じ
白
色
の
顔

料で
もっ
て
塗
ら
れ
て
い
る
が 、
図
形
化
さ
れ
た
もの
か
ど
う
か
は
はっ
き
り
し
な
い 。
玄
室の
側
壁
の
状
態
は
床
聞
か
ら
二
米一
O
糎
ま
で
が一
枚の
凝
灰
岩の
板
石

を
用
い 、
そ
の
上
部
は
片
岩
を
持
ち
送
り

式に
積み
上
げ
た
上に一
枚
の
天
井
石
を
載せ
た
もの
で
あ
る 。
前
室
と
の
間
に
は
厚
さ
五
五
艇
と
六
八
胞の
納
石
が
あ
り 、

左
右
と
も

前
室
側に
や
や
張
り
出
す
よ
う

な
形で
奥
羨
門
と
し 、
袖
石
間の
床
面
に
は
石
灰
岩の
円
礁
を
敷
きつ
め 、
さ
ら
に
巾
約一
八
糎の
界
石
を
設
け
て
い
る 。

前
室は
方
形に
近い
形
状
を
呈
し 、
長
さ一
米一一一
糎 、
巾
玄
室
側
で
二
米
三
三
糎 、
前
方
部
が
わ
ず
か
に
せ
ま
く
二
米
九
糎の
大
き
き
で
あ
る 。
両
側
壁に
は
そ
れ
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ぞ
れ一
枚
の
凝
灰
岩
を
もっ
て
あ
て 、
天
井
石
は
奥
羨
門
と
中
羨
門に
か
か
る
よ
う
に
し
て
載せ
て
い
る 。
床
面
か
ら
天
井
ま
で
は
約二
米
三
五
糎の
高
き
で
あ
る 。

奥
羨
門
と
中
羨
門に
は
そ
れ
ぞ
れ
内
側に
切
り

込
み
が
認
め
ら
れ
る 。
奥
羨
門で
は
床
面
か
ら
約一
米
八
三
糎の
高
さ
で 、
袖
石
内
側の
中
央
部
に
約二
四
糎の
巾で

設
け
て
い
る 。
中
羨
門の
場
合は
床
面
よ
り

約一
米
九
三
糎
の
と
こ
ろ
で
両
袖
石
の
前
方
部
か
ら
切
り
込
み
をつ
け
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
切
り

込
み
は
左
右
対
称に
設
け

て
あ
り 、

羨
門
を
閉
ざ
す
た
め
に
施
し
た
施
設
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る 。
し
か
し
実
際
に
は
奥
羨
門 、
中
羨
門
と
も
に
蓋
石
が
な
い
の
で
はっ
き
り
し
な
い 。
た
だ
中

羨
門に
は
蓋
石
の一
部
と
み
ら
れ
る
凝
灰
岩の
板
石
ハ
巾一
米一
六
糎 、
高
さ一一一一一
糎 、
厚
さ一
五
糎)
が
残
存
し
て
お
り 、
閉
鎖
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
施
設
と
推
測

で
き
そ
う
で
あ
る 。
その
場
合 、
切
り

込
み
に
渡
さ
れ
た
物
が
石
で
あっ
た
の
か 、
あ
る
い
は
木
材
で
あっ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る 。

羨
道
は
完
掘
す
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た
の
で
数
値
が
はっ
き
り
し
な
い
が 、
現
長
は
約
五
米
二
糎
で
あ
る 。
巾
は
中
羨
門
側
で
約一
米
七
五
糎
あ
り 、

そこ
か
ら
外

部
に
向
う
に
し
た
がっ
て
西
壁
側
が
い
ち
じ
る
し
く
広
がっ
て
い
る 。
と
くに
中
羨
門か
ら
約
二
米
五
三
糎
ま
で
は
ラ
ッ
パ
状に
聞
き 、
そ
れ
よ
り

外
側は
逆
に
内
管
ぎ

み
に
広がっ
て
い
る 。
羨
道
部
で
と
く
に
遺
物の
検
出
が
い
ち
じ
る
し
く
多
か
っ
た
個
所
は
その
内
組局
し
た
部
分
か
ら
外
部に
向つ
て
の
と
こ
ろ
で
あ
る 。
羨
道
部の
両

側
壁は
片
岩
を
比
較
的
粗
雑に
積み
あ
げ
て
天
井
に
至
る 。
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の
高
さ
は
中
羨
門の
と
こ
ろ
で
約
二
米
二
五
糎
あ
り 、
そ
こ
か
ら
外
部に
向
け
て
わ
ず

か
に
下
降し
て
い
る 。
現
存
し
て
い
る
天
井
の
最
前
部の
もの
は
断
面
が
三
角
形に
近い
形
状
を
呈
し 、
途
中
で
半
折
し
て
い
る 。
こ
の
天
井
石
は
安
山
岩
を
用
い
て
お

り 、
そ
の
上
面お
よ
び
裏
面
に
は
線
刻の
絵
画が
描か
れ
て
い
る 。
こ
の
絵
画の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
項に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る 。

こ
の
絵
画の
あ
る
天
井
よ
り
外
部に
は
現
在
天
井
が
な
い
の
で 、
こ
れ
よ
り

外
部の
状
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る 。
し
か
し
線
刻
絵
画の
あ
る
天
井
石
の
ち
ょ
う
ど

下
の
部
分
が
羨
道
部の
両
壁
に
お
け
る
ラ
ッ
バ
状の
広
が
り
か
ら
内
問へ
の
変
換
点で
あ
る
こ
と
に
は
何
か
特
別
の
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い 。
つ
ま
り
その
変
換

い
わ
ゆ
る
羨
道
部
で
あっ
て
天
井
石
を
もつ
も
の
で
あ
り 、
そ
こ
か
ら
外
側の
部
分
は
羨
道
部
と
い
う
よ
り 、
む
し
ろ
前
庭
部
的
な
性
絡
を
もっ
施
設で
あ

点
ま
で
が 、

っ
て 、
天
井
石
を
欠
く
もの
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。
ま
た
変
換
点よ
り

外
部に
遺
物
が
多
く
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も 、
あ
る
程
度
う
な
ず

け
る
よ
う
な
気
が
す
る 。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ 、
あ
く
ま
で
も
推
測の
域
を
で
な
い
もの
で
あっ
て 、
こ
の
推
測
が
は
た
し
て
当
を
得て
い
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い 。

最
後に
石
室の
床
面に
つ
い
て
み
た
場
合 、
全
体
的
に
玄
室か
ら
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
羨
道に
至
る
が 、
玄
室
と
羨
門
部
と
の
比
高は
約
四一
糎
で
あ
る 。

遺
物
遺
物
検
出の
状
況に
つ
い
て
は
排
土
作
業
中
と
床
面
上
と
の
遺
物に
分
け
て
述べ
る
こ
と
に
す
る 。

ま
ず
排
土
作
業
中の
状
況
で
は 、
玄
室の
天
井
の
前
方の一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め 、
流
入
し
た
土
が
床
面
上
約一
米
五
O
糎の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
た 。
し
た

がっ
て
玄
室の
天
井
ま
で
の
高
さ
が
二
米
二
O
糎
ほ
ど
露
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
り 、

前
室
は
人
が
やっ
と
這っ
て
入
れ
る
程
度
し
か
空
間
が
な
く 、
羨
道
部
は
完
全
に

埋
没
し
て
い
る
状
態
で
あっ
た 。
排
土
作
業は
ま
ず
玄
室
を
主
体に
始め
る一
方 、
羨
道
部の
探
査
も
並
行
し
て
行
なっ
た 。
造
物は
玄
室に
お
い
て
早
く
も
流
入
土の

上
面
か
ら
出
土
し
は
じ
め 、
か
な
り

乱
れ
て
い
る
こ
と
を
予
想
せ
ざ
る
を
得
な
く
なっ
た 。
流
入
土
の
中
に
は
木
炭
片
や
片
岩の
角
礁
が
多
く
含
ま
れ 、
須
恵
器
片に
混



じ
っ
て
土
師
片 、

糸
切
底
片
が
検
出
さ
れ
た

。

ま
た
堆
積
土
を
約
二
O
t

三
O
糎
ほ
ど
掘
り

下
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
人
骨
を
検
出
し
た

。

中
に
は
焼
け
た
人
骨
片
も
認
め
ら

れ
た

。

人
骨
を
含
む
土
層
は
約
五
O
糎
の
厚
さ
で

、

灰
褐
色
を
呈
し 、

そ
の
同
層
位
か
ら
須
恵
片 、

土
師
片 、

糸
切
底
器
片 、

六
個
の
五
輪
塔
の
頭
部
(
空
・

風
輪)

な

ど
を
掘
り
出
し
銅
銭
も
四
枚
検
出
し
た

。

人
骨
の
数
に
つ
い
て
は
少
く
と
も
一

O
体
を
下
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
り

追
葬
に
追
葬
を
重
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
前

室
と
羨
道
部
の
排
土
中
に
も
か
な
り

多
数
の
須
恵
器
片 、

土
師
片
が
出
土
し
糸
切
底
は
完
形
品
に
近
い
も
の
が
あ
っ

た
が 、

須
恵
器
片
は
相
当
に
小
片
に
な
っ

た
状
態
で

あ
っ

た
。

つ
ぎ
に
床
面
上
の
遺
物
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い

。

玄
室
で
は
排
土
作
業
中
と
ほ
と
ん
ど
変
り

な
く 、

須
恵
器
片 、

土
師
片
が
散
乱
し
た
状
態
で
出
土
し
た

。

ま
た
滑
石
製

鍋
の
破
片
と
み
ら
れ
る
も
の
が
石
屋
形
の
向
っ
て
左
袖
石
付
近
か
ら
出
土
し 、

石
屋
形
の
天
井
部
の
破
片
と
み
ら
れ
る
凝
灰
岩
塊
が 、

ち
ょ
う
ど
天
井
部
破
損
箇
所
の
下

あ
た
り
で
認
め
ら
れ
た

。

前
室
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
排
土
作
業
中
の
状
態
と
変
ら
な
い
が 、

羨
道
部
の
一

部
か
ら
は
多
数
の
副
葬
品
を
検
出
し
た

。

西
壁
寄
り
の
と
こ

ろ
か
ら
提
瓶、

腺 、

高
杯
な
ど
の
須
恵
器
や
土
師
器
ゃ 、

金
張
り
の
雲
珠
片 、

銀
製
品 、

鉄
鎖 、

鉄
斧
な
ど
を
検
出
し 、

東
墜
近
く
の
と
こ
ろ
か
ら
鉄
製
馬
具
類
が
出
土

し
た

。

隈

昭
志)

須
恵
器
ハ
第
一

O
図)

二
個

①
は
全
高
-

五
・

二
糎 、

口
径
一
一
・

五
糎 、

脚
径
一
一

糎 、

界
都
は
立
上
り
の
部
分
に
各
一

条
の
隆
起
線
と
沈
線
を
も
ち
脚
部
に
は
二
条
の
沈
線
が

①
 

め
ぐ
っ
て
い
る
。

肌
は
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
で
あ
る
。

器
形
は
整
っ
て
い
る
。

須
恵
器
編
年
上
第
三
期
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

②
は
全
高

三

了

二
糎 、

口
径
一

0
・

二

糎 、

脚
径
七
・

五
糠 、

杯
部
の
深
さ
は
六
・

二
糎
も
あ
っ
て
錦
に
近
い
感
じ
を
持
っ
て
い
る
。

脚
部
に
ひ
ず
み
が
あ
る
が
色
相
は
青
く
美
し
く 、

杯
部
や
脚
部
の
沈
線
の

高
杯

刻
み
も
整
正
で
あ
る
。

第
五
期
に
属
す
る
。

完
形一一

、

口
縁
部
破
片
一
一

個 。

③
は
前
庭
部
か
ら
出
土

。

焼
成
不
十
分
で
外
側
は
須
恵
器
の
色
相
を
持
つ
が
上
部
お
よ
び
内
部
は
土
師
の
よ
う
な・
色
相
を一
万

す 。

本
来
は
須
恵
器
と
し
て
焼
い
た
も
の
が
火
力
不
十
分
の
結
果 、

こ
う
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う 。

界
の
内
商
に
ろ
く
ろ
の
す
じ
目
が
た
つ
て
い
る
が
外
商
は
明
瞭
で
な

杯
ぃ

。

全
高
三
・

六
糎 、

口
径
一

0
・

五
糎 、

蓋
受
け
の
立
ち
上
り

が
よ
わ
4
な
っ
て
萎
縮
し
た
感
じ
が
あ
る
。

第
四
期 。

蓋
受
け
の
立
ち
上
り
を
も
た
な
い
亦
の
口
縁
部

が
六
個
あ
る
。

一

個
を
の
ぞ
い
て
他
は
胎
土
も
わ
る
く
器
面
も
ざ
ら
つ
い
て
粗
製
品
で
あ
る
。

所
属
時
期
は 、

は
っ

き
り
し
な
い

。

蓋
受
の
あ
る
も
の
が
五
個
あ
る
。

第

三
期
に
お
け
る
も
の
が
二
個 、

第
四
期
相
当
が
三
個
で
あ
る
。

④
は
全
高
二
0
・

一

一穂 、

口
径
九
糎 、

胴
部
の
最
大
径
は
一

四
・

七
糖 、

頭
部
は
八
の
字
型
に
外
反
し
て
い
る
。

ろ
く
ろ
の
筋
目
が
美
し
く

一

種
の
文

提
瓶

二
個

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

ヲヨ

様
と
し
て
の
装
飾
的
効
果
さ
え
あ
げ
て
い
る
。

黒
ね
ず
み
色
で
焼
成
は
堅
縁 、

古
式
の
姿
が
の
こ
っ

て
い
る
。

第
三
期 。

@
は
全
高
一

八
・

八
糎 、

口
径
六
・

五
艇 、

胴
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部
の
最
大
径
は
一
一
・

八
糎
を
計
る
。

頭
部
の
立
ち
上
り
の
反
り
が
弱
く
④
に
比
し
て
萎
縮
感
が
あ
る
こ

口
縁
の
内
外
と
も
そ
ぎ
と
っ
て
い
る
。

④
と
お
な
じ
く
ろ
く
ろ

の
筋
目
が
美
し
く、

ね
ず
み
色
で
焼
成
は
よ
い 。
第
四
期 。

腺

⑥
全
高一
四
糎、
口
径
一

0
・

六
糎 、

胴
部
最
大
径
八・
九
糎 、
口
縁
部
は
顕
部
と
の
さ
か
い
に
段
を
つ
く
っ
て
急
に
杯
状
に
聞
い
て
い
る。
副知
部
は
胴

の
つ
ぼ
ま
り
を
き
ち
っ
と
引
き
締
め
て
立
ち
上
り、

頭
部
に
二
条
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
の
も
器
形
の
整
正
さ
を
た
す
け
て
い
る
。

底
部
に
い

わ
ゆ
る

釜
印
が
あ

個

る
。

第
三
期
に
属
し
高
杯
@
提
瓶
④
と
と
も
に

、

こ
の
古
墳
編
年
の
上
限
を一
部
す
好
資
料
で
あ
る

コ

こ
の
ほ
か
に
腺
の
胴
部
破
片
が
一

個
あ
る
。

器
聞
が
ざ
ら
つ
い
て
焼

成
・

胎
土
と
も
に
よ
く
な
い。

口
縁
部
破
片
が
五
個
あ
る。
⑦
は
ね
ず
み
色、

表
面
は
ざ
ら
つ
い
て
器
の
割
れ
口
は
瓦
器
に
近
い
色
を
し
て
い
る。
口
縁
部
の
下
方
に
釜
形
の
よ
う
なへ
ら
警
が

あ
る。

⑧
は
ね
ず
み
色 、

割
れ
口
の
感
じ
は
⑦
と
同
様 。
⑨
は
黒
ね
ず
み
色、

器
面
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
胎
土 、

焼
成
と
も
に
よ
く
一

部
に
軸
の
よ
う
な
光
沢
が
か
か

っ
て
い
る
。

⑮
口
縁
の
径
の
復
元
に
困
難
を
感
ず
る
ほ
ど
ひ
ず
ん
で
い
る 。
器
面
は
内
外
と
も
非
常
に
ぎ
ら
つ
い
て
胎
土
に
も
砂
の
混
入
が
あ
り

割
れ
口
が
瓦
器
の
色
に

壷
近
い
。

実
用
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。
⑪
は
ね
ず
み
色 、

胎
土
に
砂
粒
を
交
え
て
い
る。
器
商
に
ろ
く
ろ
の
筋
目
が
あ
り、
ぎ
ら
つ
い
た
感
じ
が
あ
り

割
れ
目
は
瓦

器
の
色
に
近
い

。

台
付
椀
⑮
椀
部
に
当
る
と
思
わ
れ
る
口
縁
部
破
片
が
あ
る。
黒
色 、
胎
土
よ
く
焼
成
も
堅
縁、

整
っ

た
感
じ
が
あ
る。
底
商
は
ろ
く
ろ
の
筋
日
が
は
っ

き
り
つ
い
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
須
恵
器
の
破
片
が
ご
六
七
個
あ
る
。

嗣
部
の
細
片
が
大
部
分
で
器
形
の
復
元
は
関
難
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
無
文
の
も
の
を
除
い
て
残
り
の
破
片
を
文
様、

叩

き
自
に
よ
っ
て
分
け
る
と
⑬
鵠
⑮
⑮
の
四
種
類
と
な
る
。

い
づ
れ
も
ね
ず
み
色
で
胎
土
よ
く
焼
成
堅
徹 、

中
で
も
也
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る。

⑪
⑩
の
二
種
類
が
あ
る
。

⑪
は
須
恵
器
に
似
た
文
様 、

叩
き
目
を
も
ち
⑩
は
黒
色
平
滑
な
聞
に
へ
ら
書
き
の
直
線
文
様
を
も
っ

。

い
づ
れ
も
大
型
の
聾
の
破
片

瓦
器

で
あ
る
。

土
師
器
ハ
第
一
一

図〉

⑮
は
全
高

二一・
三
糎 、

口
径
一

0・
二
腹 、

脚
径
八・
四
糠 、

杯部
は
深
く
凹・
五
艇
も
あ
り
口
縁
の
立
ち
上
り
は
強
い
。

脚
部
に
円
形
の
す
か
し

が
三
個
所
に
入
っ
て
い
る
。

す
か
し
を
あ
け
る
に
当
っ
て
は
脚
の
裾
の
内
側
か
ら
削
り
と
っ

た
も
の
で 、

す
か
し
の
内
側
が
外
側
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

胎
土
き

わ
め
て
良
く

赤
褐
色
の
色
も
明
る
く
器
形
も
整
っ
て
い
る
。

須
恵
器
の
編
年
に
あ
て
て
み
れ
ば
第
五
期
に
相
当
す
る
。

@
は
つ
ま
み
の
つ
い
た
蓋
を
持
っ
て
い
る 。

全
高

一

八
・

四
糎 、

こ
の
う
ち
蓋
の
高
さ
五
・

四
糎 、

身
の
高
さ
一

三
・

一

一組 、

口
径
一

四
・

七
糎 、

脚
径
に
ひ
ず
み
が
あ
る
が
作
り
の
印
象
は
非
常
に
よ
い

。

蓋
に
い
わ
ゆ

高
杯

二
個

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

- 15ー

る
釜
印
が
あ
る
。

須
恵
器
第
四
期
に
相
当
す
る
。
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盤

@ 

全
両
二
・

二
糎 、

口
径
二
五
・

一
ニ
糎 、

底
径
二
二

- 16一

二
糎 、

器
聞
は
丹
塗
際
研
さ
れ
胎
土 、

器
形
と
も
精
良
で
あ

る
。

土
師
系
土
器

@
t

@
 

石川山第4号墳11\土土師器・土師系てI:�・磁器(原口長之)

」
の
う
ち
@
を
除
い
た
七
個
は
時
計
の
針
の
方
向
の
糸
切
底

を
も
っ
て
い
る
。

強
い
焼
成
の
た
め
白
褐
色
の
色
に
な
っ

た
@

以
外
は

、

す
べ
て
赤
褐
色
を
呈
し
ざ
ら
つ
い
た
肌
を
し
て
い

る
。

@
@
の
口
縁
部
に
は
油
価聞
が
付
着
し
て
い
る
。

緩
器

(
第
一
一

関)

三
個 。

@
は
全
両
三
・

三
版 、

口
径
一

0
・

六
艇 、

底
径

六
糎 。

糸
切
底。

口

縁
の
内
側
と
外
側
を
そ
ぎ
お
と
し
て
い

る
。

灰
黄
色
の
糊
が
美
し
い

。

@
は
全
高
二
・

九
糎 、

口，廿
1且

0
・

八
糎 、

底
径
三
・

九
糎 、

荷
台
が
あ
る
。

淡
貨
色
の
刺
が

か
か
っ
て
い
る
。

⑩
は
高
台
付
深
鉢
で
全
高
六
・

二
糎 、

口
径

一

五
糎 、

底
径
五
・

一

一拠 。

淡
背
黄
色
の
し
っ
か
り
し
た
つ
く

り
で
あ
る
。

武
器
類
(
第
一

二
図)

第11図

鉄
鉱

(悶

こ
の
う
ち
形
式
判
定
可
能
な
も
の
九
個 、

茎
だ
け
の
残
欠
一

四
個
が
あ
る
。

後
藤
守
一

氏
の
分
類
に
従
え

ば
①
②
は
斧
箭
式
で
細
根
片
丸
造
に
属
す
る
。

①
は
全
長
一

七

五
糎 、

②
は
欠
損
し
て
い
る
が
①
と
ほ
ぼ
同
長
と
み
て
よ
く

共
に
茎
の
長
い
こ
と
に
注
・話
さ
れ
る
。

⑥
④
は
両
丸
造
柳
業
式

⑤
⑥
は
片
丸
造
柳
葉
式 、

⑦
は
片
刃
矢
式 、

⑥
は
広
根
棒
業
式 、
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⑨
は
斧
箭
式
の
去
頭
広
根
で
あ
る
。

⑩
⑮
⑮
は
事一
だ
け
の
残
欠

で
、

こ
の
種
の
も
の
が
一

四
個
あ
る
。

実
測
図
に
は、

その
三
例

を
あ
げ
た

。

石
突

⑬
は
全
長
六
・

八
糎、

直
径
二
・

七
線、

石
突

'j・):1'\ :J\土武器・工具類(原口長之)

と
い
う
よ
り
も
筒
形
鉄
禄
と
い
っ

た
方
が
当
を
得
て
い
る
か
も
知

れ
な
い 。
鉄
製
袋
状の
円
筒の
口
縁
に
幅一
恨
の
金
銅
製
締
め
令

具
を
も
っ
て
い
る
。

口
縁
か
ら
一
・

五
糎
さ
が
っ
た
と
こ
ろ
に
前

径
0
・

六
糎
の
目
釘
が
一

本
残
っ
て
い
る
。

内
部
に
腐
朽
し
た
木

質
が
残
っ
て
い
て
木
製
の
柄
の
一

端
を
つ
つ
ん
で
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
槍
の
石
突
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
が
一

般
に
知
ら
れ
て
い
る
石
突
は
細
長
い
円
錐
形
の

も
の
が
普
通
で
あ
っ
て
本
口
聞
は
異
形
で
あ
る
の
で
、

一
応
石
突
と

し
な
が
ら
も
疑
問
を
残
し
て
蹴
き
た
い
ο

石川111第4

鞘

銀
薄
板
制棋の

残
存
部
の
長
さ
七
組、

a付
…附

⑭ 

糎、

外
反
り
の
刀
子
に
川
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
惜
し
い
こ
と

に
刀
子
を
失
い
鞘
尻
の
部
分
だ
け
残
っ
て
い
る
。

万
干

⑩
き
っ
さ
き
の
部
分
を
失
な
い
残
存
部
の
長
さ
八
機 、

第12図

身
幅
一
・

四
糎、

刃
ま
ち
だ
け
で
棟
ま
ち
は
な
い
。

工
具
類
(
第
一
一
一
図)

鉄
斧

⑩
⑫
⑩
と
も
遺
存の
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

い

(問

ず
れ
も
鍛
造、
有
肩
式
で
割
被
用
の
も
の
で
あ
る。
⑩
は
袋
部
に

つ
き
あ
わ
せ
が
な
い

。

⑫
⑩
は
袋
部
の
つ
き
あ
わ
せ
が
顕
著
で
あ

- 17 -

る
。
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馬
具
類
ハ
第
一
一一一
関)

鋭
板
・

的
・

引
手
の
残
欠
が
あ
る
。

①
②
が
一

組 、
③
④
が
ま
た
一

純
で
あ
る

。

前
者
の
引
手
は
お
そ
ら
く
別
づ
く
り
の
涯
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。

大

阪
府
長
持
山
古
墳
出
土
の
轡
と
相
似
て
い
る
が 、

引
手
と
衡
の
聞
に
遊
環
を
持
た
ず
鉄
製
環
状
形
の
鏡
板
に
直
接 、

引
手
と
衝
を
連
結
し
て
い
る
。

時
代
の
下
降
を一
部
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

後
者
の
③
④
は
鉄
製
環
状
形
の
鏡
板
に
鍍
具
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

群
馬
県
群
南
村
綿
貫
の
こ
れ
と
同
様
な
出
土
品
が
七
世
紀
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

実
測
図
の
横
に
矢
印
で
示
め
し
た
の
は 、

説
明
図
で
あ
る 。

⑤
は
引
手
を
も
た
な
い

。

鏡
板
に
皮
革
製
の
引
手
を
直
接
つ
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い

。

⑥
⑦
が
引
手 、

@

轡
⑨
は
衝
の
残
欠
で
あ
る
。

四
方
手

⑩ 、

@ 、

@
⑩ 、

⑭
⑮ 、

⑮
の
五
種
類
が
あ
る
。

@
⑬
と
⑭
⑮
は
そ
れ
ぞ
れ
一

組
を
な
し
て
い
る
。

⑭
⑮
は
尾
錠
で
あ
る
が 、

大
阪
府
道
明
寺
町 、

長
持
山

古
墳
か
ら
こ
れ
と
同
様
な
形
制
を
も
っ
四
方
手
が
鞍
橋
に
と
り

つ
け
ら
れ
た
ま
ま
出
土
し

亙
世
紀
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

⑩
は
花
形
の
座
金
に
遊
環 、

@ 、

@
O
は
円
形

の
座
金
に
遊
環
を
と
り

つ
け
て
い
る 。

⑮
の
矢
印
の
つ
い
た
右
側
の
図
は
説
明
岡
で
あ
る 。

古
墳
時
代
の
も
の
は
尾
錠
に
座
金
を
つ
け
て

、

深
く
木
部
に
う
ち
こ
ん
だ
も

③

 

の
が
多
く 、

奈
良
時
代
前
後
に
は
遊
環
を
用
い
た
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
⑭
⑮
が
最
も
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う 。

舗
は
⑫
に
類
似
し
た
も
の
の
残
欠
で

あ
る

。

⑪
t

@
ま
で
は
飾
金
具 、

@
は
雲
珠 、

@
は
球
形
の
鉄
製
品
で
用
途
が
わ
か
ら
な
い
が
雲
珠
の
円
頂
に
つ
け
ら
れ
た
飾
り
か
も
し
れ
な
い

。

い
づ
れ
も
鍍
金

の
あ
と
が
の
こっ
て
い
る 。
雲
珠
は
特
に
大
型
で
古
い
形
制
を
も
つ
も
の
で
本
墳
の
須
恵
の
第
三
期
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

鯖
担

@
@
は
鞍
か
ら
た
れ
た
力
草
を
と
り

つ
け
る
た
め
の
鉄
製
の
鐸
担
の
部
分
で
あ
る
。

@
は
腐
蝕
が
著
し
い
が
@
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

@
の
矢
印
は
@
が

@
と
も
と
も
と
お
な
じ
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を一
不
め
し
た
も
の
で
あ
る
。

其
の
他
ハ
第

二
二
図〉

飾
金
具

鑓
@
@
@
釘
⑩
⑩
働一一
断
間
四
角
形
の
釘
が
三
個 、

か
す
が
い
が
三
個
あ
る
。

人
'骨

擾
乱
さ
れ
て
後
世
追
葬
さ
れ
た
も
の
も
あ
り

現
在
熊
本
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
に
お
い
て
整
理
中
で
あ
る
。

四
個 、

政
和
通
宝 、

洪
武
通
宝 、

O
O
通
宝
が
各
一

個 、

の
こ
り
の
一

個
は
銘
が
わ
か
ら
な
い

。

(
原
口
長
之)

銭
貨

註①本稿における柄引恵禄の編年については平凡社「惟界考古学大系3」所収「古墳時代須恵器の編年略表」を参考にし表中の「様式」欄の一一子塚・穀塚を

第
一
期 、

陽
徳
寺
・

水
尾
を
第
二
期 、

南
塚 、

海
北
塚
を
第
三
期、

荒
坂
・

桃
谷
を
第
四
期 、

野
畑
を
第
五
期
と
し
た 。

小
野
山
節
「
馬
具
と
乗
馬
の
風
胃」

引
用
写
真
世
界
考
古
学
大
系
3

所
収

水
野
清
一
・

小
林
行
雄
「
図
解
考
古
学
辞
典」

三
九
八
頁

①@ 

石
川
山
古
漬
群
調
査
報
告
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装
飾
文
様
(
第
一

四
図
)

第
一

羨
門
に
近
く
羨
道
上
に
架
し
た
巨
石
の
下
回
に
浅
い
陰
刻
に
よ
る
装
飾
が
あ
る

。

林
に
か
こ
ま
れ
た
家
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
'H
由
画
風
の
文
様

で
あ
る
。

巨
石
の
側
面
に
線
刻
が
あ
る
が
何
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
か

、

わ
か
ら
な
い

。

.V 
(
5)

 

第
五
号
墳

Q 

ー一一A'

B' 

石川IJI第5��.J讃墳形|刈(平|利勝昭)

V 
回

国

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

(
原
口
長aノ~
)

墳
形
(
第
一

五
、同
)

径

二ハ
米 、

市
さ
三
米
の
内
的
で
あ
る 。

丘
陵
斜
間
を
利
川
し

て
い
る
た
め
頃
形
閑
で
は
舌
状
に
な
っ
て
い
る
。

元
来
は
天
井
石
が
か
く
れ
る
ぐ
ら
い
の

盛
土
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
復
元
す
る
と
高
さ
凹
米
に
な
る

。

石
室
(
第
一

六
図
〉

コ
の
字
型
の
三
区
の
尉
床
を
も
っ
横
山八
式
石
室
で
あ
る

。

主
軸

の
方
向
は
北
一

八
度
束 、

石
室
全
長
は
五
米
二
七
籾
で
市
に
閉
口
し
玄
室
と
茨
道
よ
り

成

る
。

玄
室
の
長
さ
は一
-

米
六
五
料 、

一腕
ほ一
一
米
五
七
刷 、

天
井
の一
日川
さ一
一
米
三
O
例 。

奥
山刊し

は一
一
米
問
O
腕
の
一

位
行
の
日
石
の
上
に
円
品川
一れ
を
小
口
和
み
に
す
る
ι

γれ
村
は
災
山
山 、

石
灰
告
を
使
川
し
凝
灰
岩
は
認
め
ら
れ
な
い

。

船
床
は
三
区
に
わ
か
れ
奥
墜
と
両
側
明
に

各
一

個 、

安
山
岩
の
板
石
を
た
て
な
ら
べ
て
屍
床
を
区
切
っ
て
い
る

。

床
面
は
安
山
れ
及

第15図

び
石
灰
岩
の
細
屑
を
粘
土
で
叩
き
つ
け
て
作
っ
て
い
る
。

羨
道
部
は
玄
室
に
直
結
し
羨
門
ぞ
い
の
幅
六
O
糎
t
八
O
糎 、

長
さ
一

米
一

七
糎 、

高

さ
一

米
一

五
糎 、

玄
室
入
口
と
羨
門
部
は
巨
石
を
縦
に
つ
か
い

、

他
は
小
口
積
み
で
あ

る
。

天
井
石
は
三
枚
使
用
さ
れ
て
い
る

。

玄
室
と
羨
道
部 、

設
道
部
の
出
口
の
と
こ
ろ
に

は
床
開
に
医
切
り

石
が
あ
る

。

敷
石
の
残
存
が
若
干
認
め
ら
れ
る
が 、

も
と
も
と
全
両
に

η・4

敷
い
で
あ
っ

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

玄
室
床
間
よ
り

説
道
部
の
床
聞
が
や
わ
ら
か
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い
こ
と
か
ら
推
し
て
、

こ
の
こ
と
が
言
え

る
よ
う
に
思
う。

遺
物
(
第
七一
図)

造
物
は
古
墳
時

代
の
も
の
と
歴
史
時
代
の
も
の
と
に
大
別

さ
れ
る。

古
峨
時
代
の
迫
物
と
し
て
.貌
恵
器
片
が

あ
る
。

玄
室
入
口
の
破
片

④
@
は
比
較

的
原
初
の
状
態
と
考
え
ら
れ
る
が
他
の
逃

物
も
散
発
的
で
は
あ
る
が
当
古
加
に
凶
係

あ
る
泣
物
と
み
な
し
て
さ
しっ
か
え
な
か

ろ
う。歴

史
時
代
の
遺
物
と
し
て
和
鏡、

櫛、

背
磁
の
出
土
が
あ
っ
た
。

聞
けv
m
と
同
様

に
平
安
時
代
に
入
り
閉
口
さ
れ
二
次
利
川

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第17図

利
鋭
と
櫛

鋭
の
瓦
下
に
附
が

g 

あ
っ
た
。

も
と
も
と
櫛
は
完
全
に
遺
存
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
が、

玄
室
天
井
部
の
務

石
を
取
除
き
な
が
ら
床
聞
の
把
握
が
目
的

で
あ
っ
た
の
で
鋭
の
下
に
し
か
れ
て
い
た

と
こ
ろ
だ
け
が
検
出
さ
れ
鋭
か
ら
は
み
出

し
て
い
た
部
分
は
消
失
し
た
も
の
と
思
わ

ヲan4

 

れ
る
。



石
川
山
古
墳
群
調
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鋭
は
和
鋭
で
径
一

0
・

六
椀 、

鏡
両
は
縁
に
ち
か
い
部
分
が
わ
ず
か
に
外
反
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
た
い
ら
で
あ
る

。

せ
ま
い
縁
が
鏡
面
と
一

O
五
度
の
角
度
を
も
っ
て
突

立
っ

て
い
る

。

鋭
背
は
小
さ
い
組
と
紐
随 、

- 24-

ら
れ 、

そ
の
う
ち
の
ご
区
に
は
鳳
隅
と
思
わ
れ
る
も
の
を
描
き 、

一

本
の
界
線
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
内
区
と
外
区
お
よ
び
せ
ま
い
縁
に
わ
け
ら
れ
る

。

内
区
は
草
花
に
よ
っ
て
三
区
に
わ
け

一

区
に
は
松
葉
ら
し
い
も
の
を
配
し
て
い
る

。

内
外
区
の
別
を
界
線
で
区
切
っ
て
は
い
る
も
の
の
文
様

は
同
じ
も
の
で 、

花
と
葉
の
一

部
を
外
区
に
描
い
て
あ
る

。

紐
は
小
さ
く
て
あ
ま
り

手
ず
れ
の
あ
と
は
見
ら
れ
な
い

。

鏡
の
一

部
に
紙
が
部
分
的
に
付
着
し
て
い
る
。

櫛
は
横
型
の
木
櫛
で
あ
る

。

現
存
長
四
・

一
…
糎 、

幅一
ニ
・

一-一
極 、

櫛
の
歯
の
間
隔
は
一

糎
に
つ
き
一
一

本
あ
る

。

鏡
と
櫛
は
鏡
箱
又
は
櫛
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
形
跡

は
認
め
ら
れ
な
い

。

又
櫛
は
頭
飾
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
な
い

。

し
か
し
こ
の
二
者
は
共
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

。

青
磁
皿
③
径
一
一

糎 、

高
さ
三 、

二
糎 、

中
に 、

ノ
の
字
型
の
へ
ラ
印
が
あ
る

。

紬
薬
は
薄
緑
色
で 、

口
層
部
は
そ
ぎ
と
っ
て
利
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い

。

47.5--ーーーーーーーーー

石川山6号-9号墳立地地形図
(註)タγターの数値は第二号墳三角点よりの

ー米を表わす(緒方 勉)
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人

頭
骨
お
よ
び
肢
骨
で
追
存
状
態
は
よ
い
が
何
等
か
の
事
由
で
二
次
的
に
開
葬
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

頭
骨
は
六
・

七
体
分
あ
る
が 、

そ
れ
に
伴
な
う

肢
骨
は
少
な
く 、

火
葬
と
考
え
ら
れ
る
骨
粉
も
み
ら
れ
た

。

(
平
岡
勝
昭
)

(
6
)
 

第
六
号
墳

出
形
(
第
一

八
岡
)

他
の
七 、

八 、

九
号
明
と
同
様 、

石
川
山
南
斜
面
に
位
置
し
斜
面

に
ド
l
ム
状
の
わ
ず
か
な
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

封
土
の
中
央
は
落
ち
こ
ん
で
盗

掘
を
受
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

盛
土
に
使
用
さ
れ
た
土
は
他
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
も

の
で
は
な
く
周
囲
の
土
を
か
き
あ
つ
め
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

石
室
の
床
面
は
地

表
下
一

米
の
と
こ
ろ
に
あ
り

盛
土
も
殆
ど
必
要
で
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

山
の

斜
面
に
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
封
土
の
流
失
も
相
当
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
復
元
す
れ

ば
一

米
前
後
の
封
土
が
あ
っ

た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

石
室
(
第
一

九
悶)

第
三 、

第
四 、

第
五
号
坑
の
石
室
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
賛

弱
で
あ
る
。

使
用
石
材
も
玄
室
奥
控
の
一

枚
石
以
外
は
小
さ
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

玄

室
と
そ
れ
に
つ
づ
く

羨
道
部
か
ら
な
る
単
室
峨
で
あ
る
。

石
室
の
主
軸
は
大
体
南
北
の
方

向
を
と
り

玄
室
奥
壁
か
ら
羨
道
部
入
口
ま
で
約
三
米
七
O
糎
あ
る
。

羨
道
部
入
口
が
崩
嬢

し
て
い
る
た
め
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

玄
室
は
東
西
約
一

米
六
四
組 、

南
北
二
米
で
長
方
形
を
し
て
い
る
。

比
較
的
大
き
な
石

材
を
使
用
し
て
い
る
奥
壁
を
除
い
て
東
壁 、

西
壁一
は
割
石
の
小
口
積
み
に
よ
り

構
築
さ
れ

て
い
る
。

康
面
は
現
在
南
東
隅
に
敷
石
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
構
築
当
時

は
床
面
に
割
石
が
敷
き
つ
め
で
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

玄
室
内
か
ら
丹
塗
り
の
石

材
が
発
見
さ
れ
る
の
で
も
と
は
側
曜
の
全
部
又
は
一

部
に
丹
が
塗
つ
で
あ
っ

た
か
も
知
れ

phh、O
J'h
BLV
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義
道
部の
袖
石
は
東
側
だ
け
で
西
側に
は
な
い 。
羨
道
部の

- 26-

破
壊は
甚
だ
し
く
そ
の
形
状の
復
元
は
困
難
で
あ
る 。
両
側
壁

に
は
石
積み
が
認
め
ら
れ
ず
石
材
が
散
乱
す
る
の
み
で
あ
る 。

羨
道
入
口
附
近
に
石
材の
破
片
が
集
まヲ
て
い
る
の
は
入
口
の

品(桑原憲彰)

蓋
石・の
意
味
で
あ
ろ
う
か 、
羨
道
と
認
め
て
よ
い
もの
で
あ
ろ

う
か
疑
問
が
残
る 。

土

現
在
石
室の
側
壁は
床
面
よ
り

約一
米
の
高
さ
ま
で
現
存
し

て
い
る
が 、
こ
の
側
壁
上
に
す
ぐ一
枚の
天
井
石
を
架
し
て
い

�-\ 

た
の
か 、
割
石
を
持
ち
送
り
に
内
部に
積み
出
し
て
そ
の
縮
約

墳

し
た
と
こ
ろ
で
天
井
石
を
架し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る 。
あ

号

る
い
は
現
在の
側
壁
に
そ
の
ま
ま
板
又
は
丸
太
を
か
け
わ
た
し

6 

て
天
井
と
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い 。
現
存
す
る
石
材
が
非

第

常
に
少
な
く
ド
l
ム
状
天
井
をつ
く
る
だ
けの
量
が
な
い
こ
と

は 、
こ
の
推
定
を
支
援
す
る
か
も
知
れ
な
い 。

叫lJII 

遺
物
(
第
二
O
図
)

小
古
墳
と
し
て
は
意
外
と
豊
富な
副

石

葬
品
を
出
し
た 。

第20図

装
身
具
玄
室
内
か
ら
金
環二
個 ‘
小
玉一
個 、
排
土
中か

ら
管
玉
一

個の
出
土
を
み
た 。

①は
既に
鍍
金
が
剥
落
し
て
鉄
地
ば
か
り
に
なっ
て

い
る 。
環
形は
や
や
扇
円
を
な
し
断
面
は
円
形
を
示
め
す。
⑨

金
環

は
床
面
よ
り

高
さ二
回
糎の
東
壁の
聞か
ら
発
見
さ
れ
た 。
鍍

金は
完
全
に
の
こ
っ
て
い
る 。
環
形は
や
や
扇
円で
断
面は
楕

円
を
な
す 。
こ
の
二
つ
の
金
環は
大
き
さ
も
異
な
り

対
を
な
す



も
の
で
は
な
い
。

小
玉

③
は
淡
青
色
の
ガ
ラ
ス
製
で
外
か
ら
内
部
の
糸
穴
が
す
か
し
て
み
え
る
。

管
玉

④
小
型
の
も
の
で
粘
土
製
で
外
部
を
箆
で
調
え
て
い
る
の
に
注
意
さ
れ
る
。

表
面
は
黒
灰
色、
内
部
は
瓦
質
で
灰
色
を
示
め
し
て
い
る
。

武
器
類
(
第二
O
団)

鉄
鎌
一

O
個
出
土
し
た
。

@
は
方
頭
広
根
斧
前
式

⑥
は
圭
頭
広
根
斧
箭
式、

⑦
も
問
機
で
あ
ろ
う、

⑥
は
変
形
広
根
定
角
式

⑨
⑩
は
広
根
椿
葉
式

⑪
⑮
仰
は

制
根
両
丸
造
柳
業
式
ゆ
も
そ
の
変
種
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

鉄
銃
が
つ
よ
く
て
判
別
が
困
難
で
あ
る
。

万
子
⑮

刃
先
が
欠
損
し
て
い
て
正
確
な
長
さ
は
不
明 、
一

O
糎
ば
か
り
の
刃
渡
り
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

茎
に
骨
質
が
残
存
し
て
お
り、

も
と
鹿
角
製
の

把
が
装
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

日
釘
穴
は
な
い
。

万
身
に
木
質
の
付
着
は
な
い
。

そ
の
他、

鉄
片
が
六
片
ほ
ど
出
て
い
る
。

鉄
鉱
の
刃
部
や
茎、

把
な
ど
の
破
片
か
と
思
わ
れ
る
が
原
形
を
明
確
に
し
得
な
い
。

⑩
は
鉄
鉱
の
刃
部
で
あ
ろ
う
。

四
号
墳
と
異
な
り
馬
具
類、

容
器
類
の
出
土
を
み
な
い
の
は
意
外
で
あ
っ

た
。

第
一

九
図
の
石
室
床
面
図
に
お
い
て
は
採
集
時
の
遺
物
の
位
置
を
示
し
た
が、

早
い
時
期
に
盗
掘
に
あ
い
撹
乱
さ
れ
て
お
り、

こ
の
位
置
が
葬
送
時
に
お
け
る
原
位
置

と
は
考
え
難
い
。

他
に
石
室
西
壁
下
に
わ
ず
か
の
人
骨
片
と
大
臼
歯
一

本
が
認
め
ら
れ
た
が
腐
蝕
が
ひ
ど
く
採
集
は
閤
難
で
あ
っ

た
。

歯
の
位
置
か
ら
恐
ら
く
遺
体
は
西

枕
に
葬
っ
て
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(
桑
原
潜
彰
〉

ハ
7
)

第
七
号
噴
(
第
十
八
図
)

既
に
盗
掘
を
受
け
て
い
る
た
め
自
然
地
形
に
陥
没
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
陥
没
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
幅
五
O
糎、

長
さ
三
米、

深
さ
一

米
位
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た
。

そ

こ
か
ら
は
古
墳
構
造
物
そ
の
他
の
出
土
造
物
は
な
か
っ

た
。

更
に
ト
レ
ン
チ
を
拡
大
し
た
な
ら
ば
第
六
号
墳
の
よ
う
に
石
室
構
造
が
発
見
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が、

時

間
に
追
わ
れ
て
の
作
業
で
そ
れ
を
解
明
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ

た
。

し
か
し
幸
に
ト
レ
γ
チ
の
周
辺
か
ら
丹
彩
せ
る
安
山
岩
の
割
石
数
個
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き 、

そ

れ
が
盗
掘
の
際
の
古
墳
築
造
物
の
一

部
と
認
め
る
こ
と
が
で
き、

七
号
墳
の
存
在

主裏
付
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た

。

(
緒
方

勉

(
8
〉

第
八
号
墳
(
第
十
八
図
〉

七
号
墳
の
左
上
方
に
八
号
境
が
あ
る
。

七
号
墳
と
同
じ
よ
う
に
自
然
地
形
の
陥
没
が
あ
り
既
に
盗
掘
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一腕
五
O
糎、

長
さ
二
米
一九
O

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

守/ηL

 

瓶 、
深
さ
約
一

米
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
み
た
が
特
別
な
発
見
は
な
かっ
た
。

し
か
し
七
号
墳
の
場
合
の
よ
う
に
ト
レ
ソ
チ
の
周
辺
か
ら
古
墳
築
造
物
の
一

部
と
見
ら
れ



石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

る
丹
彩
し
た
安
山
岩の
割
石一を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
(
緒
方
勉

- 28ー

(9) 
第
九
号
墳
(
第
十
八
図)

八
号
境の
上
方に
更
に一
基 、
古
墳の
残
骸
ら
し
い
の
を
発
見
し
た 。
地
形に
陥
没
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
前二
者
同
様
で
あ
る 。
こ
こ
に
も
幅一
米 、
長
さ二
米
五
O

糎 、
深
さ
約一
米
の
ト
レ
γ
チ
を
入
れ
て
み
た 。
こ
の
ト
レ
γ
チ
か
ら
万
子の
破
片一
個
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
九
号
墳の
周
辺
を
探
索し
た
結
果 、
家
形
石
棺

の一
部
と
見
ら
れ
る
阿
蘇
熔
岩の
破
片
を
採
取
し
た 。
こ
の
採
取し
た
石
材の
中
に
は 、
面
を
もっ
た
もの
が
数
側 、
中
に
は
稜
線
を
もっ
た
もの
も
あ
る
が
破
片
が
こ

ま
か
い
た
め
岡
示
に
よ
る
復
元
は
困
難で
あっ
た 。
破
片
の
な
か
に
丹
塗
り
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
九
号
墳
を
家
形
石
棺
を
埠
置し
た
古
墳
と
み

て
間
違い
あ
る
ま
い 。

遺
物
(
第二
O
図
。〉

ト
レ
ン
チ
内
出
土
の
万
子は
万
身の
ほ
と
ん
ど
を
欠
い
で
お
り 、

柄の
部
分
お
よ
び
柄の
胴
締
め
が
残
さ
れ
て
い
る 。
柄に
は
目
釘
穴
が
二

個
所
あ
り 、
う
ち一
個
所
に
は
目
釘
が一
側
に
残
存
し
て
い
る 。
ま
た
柄に
は
柄
部
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
木
質の一
部
が
胴
じ
め
で
し
め
ら
れ
た
形で
残っ
て
い
る 。

万
子の
現
在の
長
さ
は
六・
一
糎
で
あ
る 。
(
緒
方
勉、、ノ

む

す

び

前
数
項
に
お
い
て
本古
墳
群
を
構
成
す
る
九
基の
古
墳
に
つ
い
て
報
告し
た
が 、
以
下
その
概
括
を
試み
本
古
明
群の
年
代
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い 。

〔一〕 、
古
墳
使
用の
尺
度

古
墳
構
築に
当っ
て
は
何
等
か
の
尺
度
が
使
用
さ
れ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
熊
本
県
下
の
い
くつ
か
の
横
穴
式
石
室に
つ
い
て
検
討
し
た
の
が
次
頁の
表
で
あ
る 。

表
の
作
製に
当っ
て
は
次の
方
法に
よっ
た 。

川w
玄
室
床
面の
奥
行
と
間
口
を
は
か
る
場
合 、
左
壁
と
右
壁の
長
さ 、
奥
壁
と
前
壁
の
幅
が
等
し
け
れ
ば
よ
い
が 、
そ
の
よ
う
に
正
確
な
形
を
示
め
し
て
い
る
もの

は
な
い 。
こ
の
場
合 、
ど
の
部
分の
寸
法
を
と
り
あ
げ
た
ら
よ
い
か
が
問
題
に
な
る
が
尾
崎
喜
左
雄
氏
は
玄
室の
長
さに
つ
い
て
は
右
壁 、
中
央 、
左
壁 。
幅
に
つ

い
て
は
奥
壁 、
中
央 、
前
室の
そ
れ
ぞ
れ
三
ケ
所
につ
い
て
計
測
し
各
個の
事
情
に
よっ
て 、
そ
の
中
か
ら
適
当
と
思
わ
れ
る
もの
を
検
討
し
て
代
表
的
数
値
を
き

①

 

め
る
方
法
を
とっ
て
居
ら
れ
る
が
本
表
に
お
い
て
は
玄
室
床
面
形
が
で
き
る
だ
け
整
正
で
方
形
又
は
長
方
形
に
近
い
もの
を
え
ら
ん
だ 。
その
結
果
と
し
て
奥
行
は

玄
室の
中
軸
線の
長
さ 、
間口
は
奥
壁の
幅
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た 。
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石
川
山
以
外
の
古
噴
選
定
に
当
つ
て
は
一

般
に
編
年
上
の
位
置
を
是
認
さ
れ
て
い
る
も
の
を
各
時
期
か
ら
選
定
し
た 。

使
用
さ
れ
る
尺
度
の
変
遷
を
見
ょ
う
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

合 、

割
り

切
れ
な
い
と
き
は
も
っ
と
も
繋
数
倍
に
近
い
も
の
を
使
用
の
尺
度
と
し
た 。

ま
た
玄
室
の
奥
行
を
尺
度
で
除
し
た
数
値
と
玄
室
の
間
口
を
尺
度
で
除
し
た

設
計
に
よ
っ
て
構
築
す
る
場
合 、

大
き
な
岩
石
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り 、

構
築
技
術
の
巧
拙
な
ど
の
こ
と
も
あ
る
の
で 、

尺
度
の
長
さ
で
計
数
値
を
除
し
た
場

数
値
を
比
較
し
て
使
用
尺
度
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
は
奥
行
を
尺
度
で
除
し
た
数
値
を
重
ん
じ
た 。

と
い
う
の
は
石
室
の
構
築
に
当
っ
て
は 、

ま
ず
中
軸
線
の
一

方

の
は
し
に
奥
躍
に
な
る
石
を
備
え
る
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

(斗

尺
度
の
実
長
と
し
て
は
背
尺
0
・

二
四
糎 、

高
麗
尺
0
・

三
五
糎 、

唐
尺
0
・

三
O
糎
を
用
い
た 。

本
表
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
気
付
か
れ
る
。

切
石
を
小
口
積
み
に
し
ド
l
ム
状
の
天
井
を
も
ち
直
弧
文
に
飾
ら
れ
る
井
寺
を
は
じ
め
と
す
る
大
坊 、

チ
プ
サ
ン
な
ど
の
熊
本
で
は
六
世
紀
前
期
に
比
定
さ
れ
る
古
坑

の
玄
室
は
晋
尺
を
も
っ
て
構
築
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り 、

そ
れ
は
六
世
紀
の
中
期
ご
ろ
の
稲
荷
山
古
墳
ま
で
続
き 、

巨
石
を
立
て
て
側
壁
の
腰
と
し
て
切
石
を
三
段
に
積
ん

だ
永
安
寺
古
墳
や
弁
慶
が
穴
古
墳
は
高
麗
尺
に
よ
っ
て
い
る
。

石
川
山
第
四
号
墳
が
高
麗
尺
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は 、

そ
の
石
室
の
構
築
法
が
弁
慶
が
穴
古
墳
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
も
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る 。

石
川
山
第
三
号
墳
が
唐
尺
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は 、

そ
の
石
屋
形
が
第
四
号
噴
の
石
屋
形
よ
り
も
退
化
が
著
し
い
点
か
ら
も
理
解
で
き
る 。

唐
尺
使
用
の
確
実
な
例
と
し
て
森
浩
一

氏
は
近
畿
地
方
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
変
遷
上 、

終
末
期
で
あ
る
第
八
期
に
属
す
る
奈
良
市
帯
解
町
黄
金
山
十日
明
を
あ
げ
て

①

 

お
ら
れ
る

。

第
八
期
の
実
年
代
を
い
つ
ご
ろ
に
比
定
し
て
お
ら
れ
る
か
分
明
で
な
い
が 、

熊
本
県
の
場
合 、

六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
お
か
る
べ
き
で
は
た
い
か
と

思
わ
れ
る
。

第
五
号
墳
は
唐
尺
で
み
ご
と
に
割
り

切
れ
た
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。

第
六
号
墳
の
計
数
値
は
耳目
尺
に
近
い

。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
と
で
触
れ
た
い

。

@

 

な
お
石
室
に
お
け
る
玄
室
と
羨
道
の
高
さ
の
比
か
ら
墓
相
の
変
遷
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が 、

多
く
の
場
合 、

茨
道
部
は
破
壊
さ
れ
て 、

そ
の
尚

さ
を
適
確
に
は
か
る
こ
と
に
困
難
を
感
ず
る
の
で
こ
こ
に
は
そ
れ
を
取
り
あ
げ
な
か
っ

た
。

ノー、一
、J

装
飾
文
様
に
つ
い
て

第
四
号
墳
眉
石
の
底
商
に
前
項
の
線
刻
に
よ
る
壁
画
が
あ
る
。

①

①

①

①

③
 

装
飾
古
山
の
分
類
に
つ
い
て
管
見
に
入
っ

た
と
こ
ろ
で
は
小
林
行
雄 、

鏡
山
猛 、

斉
藤
忠 、

木
村説家
章 、

樋
口
降
康
陀
の
研
究
が
あ
る

。



樋
口
隆
康
氏
は
彫
刻、

彩
色
の
装
飾
技
法
に
石
室
構
築
法
を
組
み
あ
わ
せ
て
横
穴
式
石
室
を
仰
主
室
は
長
方
形
で
室
の
断
聞
が
梯
形、

栗
石
積
の
側
慨、

奥
峨一
に
石
棺

や
石
屋
形
の
施
設
が
あ
り
暁←
画
に
彩
色
を
使
用
す
る
も
の
、

MW
主
室
が
方
形
で
側
開
は
割
石
の
小
口
樹、

勾
留陸
形
の
天
井、

主
室
内
を
石
間
に
よ
っ
て
問
区
に
わ
け
彫
刻

に
よっ
て
装
飾
す
る
タ
イ
プ
の
二
つ
に
分
け
前
者
は
筑
後
平
野
を
中
心
に
後
者
は
熊
本
平
野
を
中
心
に
多い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
国

その
後、
装
飾
古
墳の
集
成
が
進
ん
で、
そ
の
全
容
を
見
と
お
すこ
と
が
で
き
る
よ
う
に
なっ
た
結
果、
筆
者
は
樋
口
氏の
前
記
二
様
式の
ほ
か
に
大
分
型
と
もい
う

べ
きタ
イ
プ
を
設
定
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
なっ
た。
そ
れ
は
筑
後
系
統の
巨
古
墳に
自
由
画
風の
線
刻
を
施
し
た
もの
で
大
分
県
東
部か
ら
福
岡

県、
熊
本
県
に
点
在
す
る。
代
表
例
と
し
て
大
分
県
伊
美
鬼
塚
古
墳
が
あ
る。
玄
室
奥
惜
の
右
側
巨
石
に
船
上
の
人
物
と
帆
走
船
な
ど
を
主
体に
多
酬の
動
き
を
線
刻
す

る。

左
壁
下
の
巨
石
に
は
無
数
の
鳥
類
が
群
存
の
状
態
で
線
刻
さ
れ
た
飛
鳥
や
ゴ
ン
ド
ラ
型
の
船
を
混
え、

ま
と
ま
り
の
あ
る
機
関
を
仕
上
げ
て
い
る。

こ
の
タ
イ
プ
の

特
徴
は、
線
刻
に
よ
る
デ
ツ
サ
γ
風の
手
法
と
動
画
的
な
画
材に
あ
り
六
世
紀
末
に
属
し
島
根・
芦
渡
横
穴、
大
阪・
高
井
田
横山八、
茨
城の
猫
湖、
幡
横
穴、
吉
田
白

@

 

河
内
古
墳、
埼
玉・
地
蔵
尊
古
墳、
千
葉・
外
部
回
古
墳
な
ど
とつ
ら
な
る
もの
で
あ
る。
こ
の
タ
イ
プ
を
仮に
大
分
型
と
称
す
る
な
ら
ば
石
川
山
第
四
号
墳の
壁
画

@

⑭

 

は
熊
本で
は
緑
川
古
墳、
梅
咲
古
墳
と
と
もに
大
分
型
に
所
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う。
も
ち
ろ
ん、
こ
の
時
期の
古
頃
は
合
葬
墳で
あ
る
の
で、こ
の
壁
画の
施
さ

れ
た
時
期
が、
そ
の
ま
ま
こ
の
古
墳
構
築の
時
期
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

(一二)
遺
物
につ
い
て

土
器
は
主
と
し
て
第
四
号
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る。
盗
掘
を
受
け
て
い
る
と
は
言い
な
が
ら.須
恵
器
を
主
と
し
土
師
器
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
は
こ
の
古
噴の
時
期

か
ら
いっ
て
当
然の
現
象で
あ
ろ
う。

須
恵
器の
範
囲は
須
恵
器
の
編
年
上、
第
三
期
か
ら
終
末
期の
第
五
期に
お
よ
ん
で
い
るο
し
か
も
歴
史
時
代
に
入っ
て
間
も
な
く
閉
口
して
以
来、
相
当の
期
間に

わ
たっ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る。

古
墳
出
土
の
馬
具は
轡
部
と
鞍
部、
難
部の一一一
部
分
か
ら
な
る
が、
轡
部
の
街
だ
け
あっ
て
鞍
部の
鏡
を
も
た
な
い
で
セ
ッ
ト
を
な
す
時
代が
あっ
た
の
で
は
な
い

窃

か
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る。
ま
た
馬
具
埋
納の
場
合、
馬
具セ
ッ
ト一
式
を
埋
葬
せ
ず、
例
え
ば
鞍
部
だ
け、
あ
る
い
は
轡
部
だ
けの
部
品
の
み
を
埋
納
す
る
風

⑩

 

習
が
あっ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
な
い
で
は
な
い。
前
者
は
騎
乗の
風
習
が
伝
来
し
た
初
源
的
な
時
期
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
か
ら、
編
年
的
に
下
降
す
る

第
四
号
墳
と
は
直
接
関
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
本
古
墳
に
は
轡
部の
ほ
か、み
ず
お
の
金
具
が
添
う
て
い
た
こ
と
を
念の
た
め
記
し
て
お
く。
後
者
に
つ
い
て
は、
盗

掘
を
う
けて
い
る
の
で
確
言
で
き
な
い
が
馬
具
がセ
ッ
ト
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
もの
と
し
て
は
部
品
的
な
もの
が
多
す
ぎ
る
よ
う
で一
抹の
疑
念
が
残
る。

鏡
板、
四
方
手
な
ど
は
二
時
期
又
は
三
時
期に
わ
け
ら
れ
るよ
う
で、
そ
れ
は
土
器
編
年の
第三
期
t
第
五
期に
即
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

F管

歴
史
時
代の
遺
物、
特に
木
製
横
型
櫛
の出
土
は
珍
例
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
正
倉
院
御
物
櫛・
河
内
土
師
神
社
蔵の
櫛
の
ほ
か
寡
聞
に
し
て
類
例
を
知
ら
な
い
の
で
後

石

川

山

十M

境

群

調

査

報

告

- 31一



石
川
山
古
墳
群
調
査
報
告

(四〉
本
古
墳
群の
年
代
観

nrι

 

ヲhJV

考
を
期
し
た
い 。

以
上 、
本
古
墳
群の
調
査の
結
果 、
注
意
に
の
ぼっ
た
点
に
つ
い
て
述べ
た
が 、
次
に
本
古
墳
群
を
構
成
す
る
各
墳
相
互
の
編
年
的
関
係
を
のべ
て
結
末
に
し
た
い 。

結
論か
ら
言
え
ば
未
発
掘の
第一 、
第二
号
墳
を
除い
て
第三
号
墳
以
下
に
つ
い
て
は
次の
順
序
で
編
年が
可
能で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。

第七・
第
八
号
墳
l↓
第
九
号
墳
ll+
第
四
号
墳
|↓
第三
号
墳
|↓
第五
号
噴
|↓
第六
号
墳

第
七・
八
号
墳
は
内
部
主
体の
確
認
は
で
き
な
かっ
た
が 、
丹
彩
を
施
せ
る
安
山
岩の
破
片
を
得
た
こ
と 、
用
材の
量
が
少
な
く
石
室
構
築に
不
足
す
る
こ
と
か
ら
恐

ら
く
石
棺を
もっ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑い
な
い 。
石
棺
と
す
れ
ば
箱
式
か
家
形か
と
い
うこ
と
に
な
る
が 、
安
山
岩
は
加
工
に
不
使
な
こ
と
も
あっ
て
家
形
石
摘

の
場
合
は
凝
灰
岩
を
使
用
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
の
で 、
こ
の
場
合 、
箱
式
石
棺が
内
蔵
さ
れ
て
い
た
もの
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

第
九
号
墳は
凝
灰
岩の
家
形
石
棺の
棺
蓋の一
部
を
得て
い
る
の
で 、
こ
れ
は
家
形
を
もっ
て
い
た
と
し
て
間
違
い
な
い 。
石
材の
最 、
封
土
の
貧
弱
さ
か
ら
石
室
内

に
お
さ
め
で
あっ
た
と
は岡山
わ
れ
な
い 。

第
七・
八
号
明
と
第
九
号
墳の
ど
ち
ら
を
先
行
さ
せ
る
か
簡
単に
き
め
ら
れ
な
い
が
石
棺
作
製
技
法の
進
化
を
念
頭
に
お
い
て
第
七 、
八
号
墳
を
先
行
さ
せ
た 。
第三

、
第四 、
第
五
号
墳に
つ
い
て
は
既に
使
用
せ
る
尺
度に
関
連
し
て
前
後
関
係
を
考
え
る
と
こ
ろ
が
あっ
・た 。
石
室
構
造
上
ま
ず
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
玄
室
奥
正
面の
石

。。
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屋
形で
あ
る 。
山
鹿
市チ
ブ
サ
γ 、
臼
塚
古
墳に
お
い
て
は
玄
室
奥
壁
沿い
に 、
別
個
に
製
作し
た
石
屋
形
を
据
え
て
あ
る 。
山
鹿
市
弁
慶
が山八
古
墳に
な
る
と
棟
を
作

り
出
し
た
巨
大
な
板
石
を
東
西
の
側
壁
に
か
け
わ
た
し
て
屋
根
と
し
前
面の
左
右
両
側に
袖
石
を
立
て
て 、
石
屋
形
を
作っ
て
い
る 。
第四
号
墳
に
お
い
て
は
弁
慶
が山八

と
相
似
た
形
制
を
と
り
な
が
ら
も
弁
慶
が
穴の
棟の
作
り
出し
は
失
わ
れ
石
屋
形の
退
化
を
示
し
て
い
る 。
第
三
号
墳に
お
い
て
は
石
屋
形は
前
面
の
袖
石
を
失
な
い 、

全
体の
構
造
は
よ
り

粗
雑
と
な
り
第
四
号
墳
よ
り

更に
退
化
が
目
立っ
て
い
る 。
第五
号
墳
は
築
造
当
時の
もの
と
思
わ
れ
る
出
土口聞
が
な
く
第
四
号
墳
と
の
先
後
を
判

断
すべ
き
決
め
手
を
欠
く
が 、
羨
道
部
と
前
室の
幅が
等
し
く

納
石
を
た
て
て
前
室 、
羨
道
を
区
別
す
る
方
法
が
あ
ま
り
に
形
式
的
で
第四
号
墳
よ
り

後
出の
もの
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る 。

第六
号
墳は
計
数
値
が
普
尺に
近
い
こ
と 、
割
石
の
小口
積
で
内
部へ
せ
り
出
し
た
側
壁 、
出
土日間
の
鉄
鉱
に一
O
例
中 、
七
例
ま
で
が
広
根で
あ
る
こ
と
な
ど
古
風

を
存
し
て
い
る
が 、
地
山
に
床
聞
を
切
り
こ
ん
で
い
る
こ
と 、
築
造の
当
初か
ら
天
井
部
を
欠
い
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
の
た
め
に 、
古
風
を
継
承
し
な
が
ら
も
実

際
に
は
時
代の
く
だ
る
終
末
期の一
形
態で
あ
ろ
う
と
考
え
る 。

以
上 、
本
古
墳
群
築
造
の
年
代の
考
察
を
もっ
て
本
文の
お
わ
り
と
す
る 。

註
①尾崎
窓口左雄
「
横穴
式
古墳の
研究」



①
例
え
ば
平
凡社
「
装
飾
古
墳」
所
収小
林
文
雄
編
年の
「九
州の
装
飾
古
境
変
造凶」
など 。
原口
も
「肥
後の
須
恵
腕骨の
編
年試
案」

所
収)
でこ
れに
触
れ
たこ
と
が
ある 。

①
森
浩一
「
古
墳の
発
掘」

①坪井
清足
「墓
制の
変貌」
惟界考古学
大系4

@
小
林行
雄
「
装
飾
古
墳」

@
鏡
山
猛
「
北
九
州の
古
代
遺
跡」

①
斉
藤忠
「
古
境
壁
画」
日
本
原
始美術5

@
木
村豪
章
「
装
飾
古
墳と
その
背
長」

①
樋口
降
康
「
九
州」
日
本
考
古
学
講座5

⑮
樋口
降
康
前
掲
者 。

@
賀
川
光
夫
解
説
「
鬼
塚
古
噴」
日
本
原
始
美
術5
所
収

⑫こ
れ
らの
横
穴につ
い
ては
日
本
原
始美
術5
に
解
説
が
ある 。

@
京
部
帝
岡
大学
文
学部
考
古
学
研究
報
告
第一一一
冊
「
九
州に
お
ける
装
飾
ある
古
墳」

⑭
最近
熊
本
県
宇土
市で
宇土
高
校
考
古
学部に
よっ
て
発
見さ
れ
た 。
線
刻の
自
由
雨
風の
表
現で
船を
揃い
てい
る 。

⑮
嶋田
精一
「
馬
具」
日
本の
考
古
学5
所
収

⑩
回
辺
哲
夫
氏が
調
査
さ
れた
熊本
県玉
名
市
小
路
古
墳は
馬
具の
う
ち
鞍
橋だ
け
をお
さめ
てい
た 。
前
掲薄で
靖国
氏
が
指
摘さ
れ
た
茨
城
県コ一
味
塚
古
墳の
例は 、
こ
の
よ
うな

観
点か
ら
も
考
え
ら
れる。

-m
後
藤守一
「
日
本
歴
史
考
古
学」

一一般
熊
本
県
史蹟
名
勝
天然
記
念
物
調査
報
告
第四
冊
所
収

⑩
原口
一長
之
「
臼
塚
古
境
調
査
報
告」

(
附)

査

日

誌、

調

七
月
二
O
日

晴
天

一
七
時 、
関
係
者
植
木
町
山
東
小
学
校に
集
合 、
宿
営
に
つ
い
て
の
諸
準
備
を
終
了
し 、
つ
い
で
現
地の
古
墳
群
を
視
察 、

一
応の
担
当
を
次の
よ
う
に
き
め
た 。

(閥日
本
史学会創立
十周年記念論女築

一
九
時 、
調
査
員
会
議
を
聞
き 、

測
量
班
は
植
木
町
役
場
土
木
課 、
相
良
武
氏の
援
助
を
う
け
て
石
川
山の
立
地
地
形
を
測
量
す
る 。

第一 、
二
号
墳 、
田
辺 。
第三
号
墳 、
原
口 。
第
四
号
墳 、
隈 。
第五
号
墳 、
平
岡 。
第六
号
墳 、
桑
原 。
第七 、
第八 、
第
九
号
墳 、
緒
方 。

七
月一一一
日

晴
天
一
O
時
三
O
分
よ
り

現
地に
お
い
て
植
木
町
教
育
委
員
会

石
川
山
古
境
群
調
査
報
告

畠
山
正
主
事の
司
会に
よっ
て
古
墳
祭
と
結
図
式
を
挙
行 。
祭
事の
あ
と
調
査
団
長
県
社
会
教
育

- 33ー
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植
木
町
長
境
米
蔵
氏の
挨
拶 、
調
査
員 .原口
長
之
よ
り

調
査の
意
義
な
ら
び
に
調
査
上
の
諸
注
意

査
団の
組
織に
つ
い
て
の
説
明
が
あっ
た 。
終っ
て一
一
時五
O
分
よ
り

調
査
開
始 。
測
量
班の
相
良は
第二
号
墳
上
に
ト
ラ
γ
シ
ッ
ト

を
た
て
調
査
地
域の
測
量
を
は

県
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
松
田
安
雄
氏
よ
り

調

- 34-

課
長
赤
池
元
則

じ
め
同
時に
第三 、
四 、
五
号
墳の
墳
形
実
測
に
か
かっ
た 。

第四
号
墳 。
墳
丘
南
側の
天
井
部
近
くに
石
室の
破
壊口
が
あっ
て 、
そ
こ
か
ら
石
室
内に
お
り
ら
れ
る
状
態に
あっ
た 。
石
室
内に
は
多
量の
堆
土
が
あ
る
が
玄
室

墳
頂に
石
室
天
井
石
ら
し
い
巨
石
が
露
出
し
墳
丘
南
側に
破
壊ロ
が
あ
る
が
せ
ま
くて
内
部に
入
れ
ず 、
内
部の
状
態
は
わ
か
ら
な
い 。
墳
形
測
量
後
墳

頂
に 、
ほ
ぼ
南
北
の
方
向の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る 。
石
川
部
落
よ
り
中
食 、
西
瓜の
差
入
れ
が
あっ
た 。

羨
門の
位
置は
確
認
で
き
た 。
玄
室
内の
排
土
作
業
を
は
じ
め
た 。
玄
室
内
よ
り

「
政
和
通
宝」
な
ど
の
銭
貨
を
発
見 。

第五
号
墳

七
月一一
二
日
夜
明
け
よ
り

雨
が
激
し
く
降
り
出
し
た
が 、
八
時
過
ぎか
ら
快
晴
と
な
り
か
えっ
て
耐
え
難い
ま
で
の
暑
さ
と
なっ
た 。

測
量
班、
地
形
測
量
続
行 。

石
室
天
井
部
が
破
壊
さ
れ
て
閉
口
し
破
壊口
か
ら
石
室
内
部の
状
態
が
明
瞭に
看
取
さ
れ
る 。
室
内へ
の
出
入
も
容
易で
あ
る 。
室
内に
は
堆
積
土
が
あ

る
が
厚
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。
堆
土
の
表
面
に
焚
火の
あ
と
な
ど
が
あ
る 。
墳
形
測
量
を
実
施
す
る 。

第
三
号
墳

昨
日
に
続い
て
玄
室の
排
土
作
業 。
玄
室
堆
土
か
ら
糸
切 、
須
恵
器
片 、
人
骨
を
検
出
し
た 。
人
骨の一
部は
焼
け
て
い
る 。
こ
れ
らの
含ま
れ
る
層は

砂
質
を
帯
び
て一
つ
のベ
l

ス
を
形
成
し
て
い
る 。
恐
ら
く
昨
日
発
見
し
た
「
政
和
通
宝」
の
埋
納
と
同
時
期に
人
骨
が
埋
葬
さ
れ
た
もの
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
た

第
四
号
墳

(
隈〉第五

号
墳
昨
日
に
続い
て
墳
丘
北
側の
掘
聞
を
続
行 。
石
室の
石
積み
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
た 。
墳
丘
南
裾
を
掘
聞
し
て
羨
道
部
を
確
認 、
こ
の
古
墳
が
羨

道
部の
長い
石
室
を
もつ
もの
で
あ
る
こ
と
が
わ
かっ
た 。
石
積
が
破
壊さ
れ
て
用
材の
落
ち
込
み
が
多い 。
植
木
町
古
閑
高
木
博
敏
氏か
ら 、
バ
ン 、
ヂユ
l

ス
の

差
入
れ
が
あっ
たι

七
月
二
三
日

晴
天
凌
ぎが
た
い
暑
き
で
あ
る 。

測
量
班
地
形
測
量
続
行 。

第三
号
墳
玄
室
内の
排
土
作
業に
か
か
る 。
羨
道
が
通
じ
て
な
い
の
で
排
土
の
運
搬に
困
難
し
た 。

玄
室
東
壁
寄
り

の
堆
土
の
中
か
ら
鉄
片
を一
個
発
見 。



第四
号
墳
玄
室の
排
土
作
業
進
む 。
中
世
期か
ら
近
世
期
に
か
け
て
寄
せ
墓
的
性
格が
強かっ
た
ら
し
く 、

室
内
堆
土
中
か
ら
人
骨
出
土
五
ケ
所
五
輪
塔の
空 、
風

第五
号
墳

輸の
部
分
三
個 、
銅
銭
三
枚
〈
洪
武
通
宝 、
他は
銘
文
不
明)
糸
切
底 、
釘
が
出
た 。
一
五
時
す
ぎよ
り
緒
方
班の
援
助
を
う
け
て
羨
道
部の
掘
聞
を
開
始
し
た 。

午
前
中
羨
道
上
面の
平
面
図 、
断
面
図
作
製 。
午
後
羨
門
部
掘
開 、
ま
ず
羨
門
部へ
の
落
石
を
退
け一
応
羨
門
を
確
認
し
羨
道の
排
土
に
か
か
り一
五
時

ま
で
排
土
を
ほ
と
ん
ど
終っ
た 。

七
月
二
四
日

曇の
ち
晴
午
前
中一
時は
う
す
曇
り
と
な
り
雨
さ
え
落
ち
は
じ
め
た 。
暑
さ
凌
ぎ
に
か
えっ
て
よ
か
ろ
う
と
思っ
て
い
た
と
こ
ろ一
一
時ご
ろ
か
ら
は 、
カ
ラ
リ
と

測
量
班

晴
れ
て
非
常
に
む
し
暑い
天
気
と
なっ
た 。

地
形
測
量
続
行 。

第三
号
墳
義
道
部の
掘
聞
に
か
か
る 。
笹の
根
が
縦
横に
張っ
て
開
墾
鍬
で
な
くて
は
手
がつ
け
ら
れ
な
い 。
し
か
し
遂
に一
四
時
ご
ろ
に
は
羨
道
部の
開
通に
成

一
方
玄
室
内の
厚
さ
約三
O
糎の
堆土
の
排
除
も
終
了 。
一
三
時三
O
分
玄
室
床
面
図の
実
測に
か
かっ
た
が
終
ら
な
かっ
た 。

功

羨
道
部の
排
土
作
業の
か
た
わ
ら
羨道
部
上
面の
平
面
図 、
断
面
図
を
作
る 。
熊
本
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
松
野
茂
博
士
を
招
き
人
骨
採
取
を
依
頼

一
二
時
過
ぎに
採
取
を
終
る 。

第五
号
墳 、
玄
室の
排
土
作
業
続
行 。

第四
号
墳

七
月
二
五
日

晴第
三
号
墳

第
四
号
墳

測
量
班
地
形
測
量
続
行

玄
室
側
壁の
実
測の
か
た
わ
ら
前
室の
排
土
作
業
続
行 。

体
分
お
よ
び
3
体
分 、
人
骨の
配
列
は
比
較
的
乱
れ
て
い
た 。
お
そ
ら
く一
O
数
体
を
寄
せ
墓の
よ
う
に
葬っ
て
あっ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
隈)

玄
室 、
前
室 、
羨
道
部の
排
土
作
業
続
行 。
一
方
玄
室
石
屋
形
内の
人
骨
を
実
測
す
る。
玄
室
堆
土
中か
ら
多
くの
須
恵
器
片 、
五
輪
塔
部
分 、
人
骨六

第
五
号
墳

前
室か
ら
須
恵
器
片 、
糸
切
底 、
青
磁
片 、
羨
道
部か
ら
糸
切
底 、
須
恵
器
片
が
出
た 。

終
日
排
土
作
業 、
奥
壁
に
添
う
た
堆
土
中
か
ら
人
骨の
頭
部
と
肢
骨
が
出
た 。
青
磁
器 、
糸
切
底が
あっ
た 。
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七
月
二
六
日

晴
天

第二
号
墳

石

川

山

古

墳

群

調

査

報

告

FO
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居者
気一
段
と
激
し
く

耐
え
が
た
い
ほ
ど
で
あ
る 。
測
量
班
地
形
測
量
続
行 。

墳
形
測
量
開
始

終
日
石
室
実
測
作
業 、
墳
形
測
量
終
了 。

排
土
作
業
を
能
率
化
す
る
た
めベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
借
り
て
来た
が
部
品
が
不
完
全
で 、
機
能
を
発
俸
し
な
かっ
た 。
ベ
ー

ス
よ
り

約一
O
糎
の
と
こ
ろ

ま
で
排
土 。
玄
室か
ら
須
恵
器
片
多
数 、
土
師
器
片
数
片 、
羨
道
部
か
ら
須
恵
器
片
多
数
を
得
た。

羨
道
部
実
測、
玄
室
堆
土
の
排
除
中
奥
壁
附
近
よ
り

藤
原
鏡
と
その
下
に
鏡
面
に
接し
て
横
型
木
製
櫛
が
発
見
さ
れ
た 。
大
石
の
お
ち
こ
み
が
あっ
て
排

第三
号
墳

第
四
号
墳

第五
号
墳

土
が
す
す
ま
な
い 。

第八
号
墳
わ
ず
か
に
盛
土
が
あっ
て
中
央
部
分
が
陥
没
し
て
い
る 。
南
北に
五
O
糎
幅の
ト
レ
ソ
チ
を
入
れ
る 。
約一
米
の
深
さ
に
掘
開
し
た 。
丹
塗の
石
材
片が

(
上
妻)

出
た
。

箱
式
石
棺の
破
片
の
よ
う
で
あ
る。

第
九
号
墳
墳
形は
はっ
き
り
し
な
い 。
南
北
に
五
O
糠の
幅の
ト
レ
γ
チ
を
南
北の
方
向
に
二
本い
れ
る 。
丹
塗の
石
材
破
片
が
発
見
さ
れ
た
が
遺
構は
確
認
で
き

な
かっ
た 。
見
学
に
来ら
れ
た
村
上
恵
氏の
話
で
は
約
三
O
年
前に 、
発
掘
さ
れ
真
赤
な
色
を
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あっ
た 。
話の
様
子か
ら
判
断

す
る
と
箱
式
石
棺で
あっ
た
ら
し
い 。
但
し
そ
れ
が
九
号
墳で
あっ
た
か
ど
う
か
は
っ
き
し
な
い
よ
う
で
あっ
た 。
第七 、
八 、
九
号
墳の
ど
れ
か
で
あ
ろ
う 。

(
桑
原〉

七
月
二
七
日

晴第二
号
墳

第三
号
墳

第四
号
墳

測
量
班

地
形
測
量
続
行。

墳
形
測
量
続
行 。

石
室
関
係
の
実
測
を
全
部
終
了
し
た。

排
土
作
業
の
た
め
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
が
一

七
時
ご
ろ
に
な
っ
て
や
っ

と
動
き
出
し
た
。

玄
室
及
び
前
室
の
凶
側
壁
の
実
測
図
が
終
っ

た
。

羨
道
部
の
排

第六
号
墳

土
作
業
が
す
す
ま
ね
ば
こ
れ
以
上
仕
事が
進
ま
な
い
状
況に
あ
る 。

低
い
し
る
し
ば
か
り
の
マ
ウ
γ
ド

に
南
北の
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た。
三
O
糎
位
掘
り

下
げ
た
所
か
ら
丹
塗の
あ
る
石
材
が
出
た。
午
後か
ら
作
業

に
か
かっ
た
の
で
仕
事は
終
了
せ
ず
明
日
に
持
ち
こ
すこ
と
に
なっ
た 。

第
七
号
墳
申
し
わ
け
ば
か
り
の
マ
ウ
ン
ド

を
もっ
て
中
央
部に
陥
没
が
あ
る 。
そこ
に
長
さ
二
米
五
O
糎 、
幅
五
O
版 、
泌
さ一
米の
ト
レ
γ
チ
を
入
れ
た
が
破
砕



さ
れ
た
石
棺の
残
材
が
七
個
み
つ
かっ
た
だ
け
で
あっ
た。

七
月
二
八
日

晴
第
二
号
墳
墳
形
測
量

第
四
号
墳

聞
に、
石
屋
形の
破
損
部
の
石
材
と
み
ら
れ
る
もの、
須
恵
器、
土
師
様、
糸
切
底
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る。
石
麗
形の
破
嬢は
か
な
り
古
く
糸
切
底の
時
期で
は
な
い

前
室、
玄
室の
床
面
露
出
実
測
作
業
を
行
な
う。
本
日
はベ
ル
ト
コ
ンベ
ア
が
調
子
よ
く
動
き
だ
し
た
の
で
羨
道
部
の
排
土
作
業
が
進
捗
し
た。
玄
室
床

か
と
思
わ
れ
る。
(
隈)

前
室
眉
石
に
壁
画
ら
し
い
もの
が
あ
る。

第
五
号
墳
終
日
石
室
実
測
作
業

第
六
号
墳
掘
開
作
業
をつ
づ
け
て
い
く
う
ち
に
石
室の
存
在
が
判
明
し
た。
完
全
な
破
壊
墳
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ、
側
僚
が
残
存
し
て
い
るこ
と
が
わ
か

ワ
た。七

月
二
九
日

晴

猛
暑
続
く。

第
二
号
墳

第
四
号
墳
墳
形
測
量

眉
石
の
線
刻
画の
拓
と
石
室
実
測
をつ
づ
け
る。

第
五
号
墳
実
測
完
了

第六
号
墳
石
室
内
に
陥
没
し
て
い
る
土
砂の
排
土
を
行
う。
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
石
室の
全
貌が
あ
ら
わ
れ
た。
床
面
の
精
街
発
掘
に
か
か
る。
鉄
鎖、
金
環
な

ど
が
出
土
し
は
じ
め
る。

七
月
三
O
日

晴
第六
号
墳
午
前
中
精
密
発
掘
作
業
続
行
と
同
時
に
石
室
実
測
を
行
う。
各
墳
と
も
実
測
図の
再
点
検
と
遺
物の
整
理
な
ど
に
あ
た
る。
一
三
時二一
O
分
解
団
式
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を
行い、
酷
暑の
さ
な
か一
0
日
間の
調
査
を
終
了
し
た。

(
原
口
長
之)

石

川

山

古

墳

群

調

変

報

告



前

島

只

塚

同U

島

貝

塚
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遺
跡
の
地
理
的
位
置

本
遺
跡
は
天
草
上
島の
北
岸 、
松
島
町
合
津
港の
沖
あい
約一ニ
O
O
米
に
あ
る 、
前
島の

西
南
端
に
位
す
る
縄
文
式
文
化
期の
貝
塚
で
あ
る 。
厳
密に
い
う
と
前
島の
西
側
を
南
北
に

走
る
天
草
五
橋
自
動
車
道
路
第
五
橋の
た
も
と
に
あ
り 、

松
島
町
大
字
合
津
字
松
島ムハ
O六

七
番
地
か
ら
六
O
八
六
番
地
に
わ
た
る 。
遺
跡の
東
方
約六
米の
崖
下
に
は
熊
本
大
学
臨
海

号町のき合ん

実
験
所
が
あ
り 、

東北
方
約
八
米に
湾
入
す
る
谷
に
そっ
て 、
横
穴
式
石
室
埼
梅
木
股
(
熊

本
県
遺
跡
番
号一
二
九
O 、
梅
殿
塚
古
墳〉
が
あ
る 。
貝
塚は
海
抜
十
二
米の
比
較的
平
坦

塚

部に
あ
り 、

天
草
五
橋
自
動
車
道
路
に
よっ
て
東
西
両
区に
分
断さ
れ
て
い
る 。
現
地は
最

近
ま
で
畑で
あっ
た
が 、
観
光
業
者
に
買
収 、
借
用
さ
れ一
部は
荒地
化
し
て
い
る 。

前
島の
東
北
方
約
三
O
O
米
に
は
カ
ル
ワ
島
(
無
人
島)
が
あ
り 、
その
北
岸一
帯の
海

面
下
で
は
押
型
文
土
器
が
出
土
し 、
南山一悼の
海
面
下
に
も
青
磁
や
須
恵
器
破
片
が
採
集さ
れ

る 。
ま
た
前
島の
西
方
約
四
O
O
米
に
あ
る
仏
島
〔
無
人
島)
に
も 、
海
面
下
約一
・

五
O

米
に
押
型
文
土
器
や
須
恵
器
が
出
土
す
る 。

貝

経

過

概

要

本
遺
跡は
す
で
に一
部の
郷
土
史
家
に
は
知
ら
れ
て
お
り 、

昭
和
三
十
年
頃
坂
本
経
莞
氏

の一
行
が
踏
査
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り 、

その
頃
チ
ャ
ー
ト

製の
有
柄
打
製
石
鯨
が
採
集
さ
れ



注
目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る。
当
時は
ま
だ
有
望
な
貝
層
も
残っ
て
い
た
が、
今
回
の
調
査
時

に
は
す
で
に
懐
滅
状
態
で
あっ
た。
た
ま
た
ま
こ
の
貝
塚
は
昭
和
三
十
八
年か
ら
は
じ
まっ

島

た
天
草
架
橋工
事
に
よ
る
道
路
に
よっ
て、
中
心
部
が
貫
通
さ
れ、
東
西
両
区
に
分
断
さ
れ

て
し
まっ
た。
こ
れ
に
付
帯
し
て
架
橋
道
路の
東
側
に
レ
ス
トハ
ウ
ス
がつ
く
ら
れ、
加
う

る
に
昭
和
四
十一
年
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
幸
に
さい
し
て、
熊
本
大
学
臨
海
実
験
所
に
立

寄
ら
れ
る
こ
と
に
な
り、
架
橋
道
路か
ら
実
験
所
に
い
た
る
取
付
道
路
がつ
く
ら
れ
る
こ
と

に
なっ
た。
そ
の
た
め
貝
塚の
中
心
部
が
失
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り、
緊
急
調
査
を
おこ
な

っ
た。
調
査
は
昭
和
四
十
一

年
八
月
十
六
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
に
わ
たっ
て
実
施
し
た。

前

その
調
査
は
次の
よ
う
なメ
ン
バ
ー
に
よっ
て
実
施
し
た。

調
査
員、
熊
本
女
子
大
学
教
授
乙
益
重
隆、
荒
尾
第三
中
教
諭
三
島
格、
熊
本
大
学
法

文
学
部
助
手

坂
本
経
発、
山
鹿
高
校
教
諭

伊
藤
歪
二、
肥
後
考
古
学
会
長

杉
村
彰一、
碧
水
小
学
校
教
諭

調
査
補
助
員、
熊
本
大
学
学
生
佐
藤
伸
二
他
二
十
三
名

その
他、
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
赤
池
元
則
他
職
員
七
名

平
岡
勝
昭

遺

跡

す
で
に
のベ
た
通
り
貝
塚
は
天
草
架
橋
道
路
に
よっ
て、
東
西
二地
区
に
分
断
さ
れ
て
い

る。
東
地
区
で
は
レ
ス
トハ
ウ
ス
の
前
庭よ
り、
熊
本
大
学
臨
海
実
験
所の
裏
手
台
上
ま
で

約
八
O
平
方
米
に
わ
たっ
て
貝
塚
が
散
布
す
る。
貝
殻
は
レ
ス
トハ
ウ
ス
か
ら
東
側の
斜
面

に
か
け
て
濃
密に
分
布
す
る
が、
い
ず
れ
もこ
ま
か
く
破
砕
さ
れ、
そ
れ
が
耕
土
に
なっ
て

、ー〉。
、Lu--Aa'q
(
第一
t
第七
ト
レ
γ
チ)
破
砕
混
土
貝
層の
深
さ
約一
o
t
二
O
糎で
地
山
に
い
た
り、
遺
物
は
地
表
面
に
露
出
し、
す
で
に
檀
滅
状
態に
あ
る。
レ
ス
トハ

ウ
ス
か
ら
北
方
に
か
け
て
傾
斜
す
る一
帯
に
は、
破
砕
混
貝
土
層
が
ひ
ろ
が
り、
わ
ず
か
に
遺
物
を
包
含
す
る
が、
そ
れ
も
谷に
む
かつ
て
流
れ
た
もの
で
あ
ろ
う。

前

塚

ハ
第
八
t
十一一
ト
レ
ン
チ)
と
くに
第八
ト
レ
ン
チ
の
地
表
下
十
五
糎に
条
痕
文
あ
る
縄
文
式
土
器
片
を
検
出
し
た
ほ
か、
第
九ト
レ
ン
チ
の
耕
土
内
に
石
鎌一
』尽、
第
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一
Oト
レ
γ
チ
の
深
さ
約一
O
糎
に
石
鎌一
点、
第
十一
ト
レ
γ
チ
の
地
表
下
約
三
O
糎
に
須
恵
器一
片お
よ
び
条
痕
あ
る
粗
製
土
器一
片
を
検
出
し
た。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に、
貝
塚は
完
全
に
消
滅
状
態に
あ
る。

同
様
な
こ
と
は
西
地
区
につ
い
て
もい
え
る。
西
地
区
で
は
架
橋
道
路の
保
護
網
線
か
ら
西
に
か
け
て、
約
五
O
平
方
米
に
わ
たっ
て
破
砕
貝
殻の
分
布
を
み
る
が、

第十
三
t
十
五
ト
レ
ン
チ
内の
所
見
は
東
地
区
と
何
ら
変
り
な
かっ
た。
第十
四
ト
レ
ン
チ
内か
ら
黒
耀
石の
石
鎌、
小
破
片
を
検
出
し
た
が
こ
れ
も
表
面
採
集
同
然の

出
土
状
態
で
あっ
た。
お
そ
ら
く
本
来のは〈
揺は
架
橋
道
路の
下
に
埋
没
し
て
い
る
もの
と
思
う
が、
今
は
確
め
よ
う
が
な
い。
各ト
レ
ン
チ
断
面
に
あ
ら
わ
れ
た
土
層、

お
よ
び
出
土
造
物
を
表
示
す
れ
ば、
次
の
ご
と
く
な
る。

所 見

耕土表は破20砕cm只を混褐 じた有機土で、第 1 ト レ ン チ 2 .00m x 3 .70m 地 下 で赤 色の地山 と なる 。 遺物な し

緋さ士10は第て唄1包 ト レ ン チに同遺じ物、 深な第2 ト レ ン チ 2 . 00 m x 3 . 80m cm 山にいた る 。
し

耕土の 深 さ 13cm で 地 山 に い た第 3 ト レ γ チ 2 . 00 m )( 1 . 40 m  
る 。 遺物な し

耕土の 深 さ 16cm で 地 山 に い た第 4 ト レ γ チ 2 .00仰 X 1 . 60m.
る 。 遺物な し

地表下15cmで地山貝 にいた る こ第 5 ト レ ンチ 2 . 00 m x 8 . 00例 の ト レ ン チには 殻が殆ん ど なく 、 遺物 も な い 。

深耕 さ 10cmで地散山 』こ い た る 造。 物貝 は第 6 ト レ ン チ 2 . 00 111 x 2 . 50 m  土の上商 に 布す る 。 な
し

地表下本2遺
山
Oc跡

の
m

下
での‘灰基

に位
白盤

す
色を砂

るな層
。 す、 こ の第 7 ト レ ン チ 2 . 00 m x 4 . 00・m jく

習 は

。 地
ら し

地表下15cm で、
。
陪耕赤褐土色土の無退条第 8 ト レ ン チ 2 . 00 m  x4. 1 5m 物痕周女にいた る の下氏に

二!こ器!l-
1:1:\ 士。

地表下35cmで、暗赤褐色の地ト 上製 と第 9 ト レ ン チ 2 . 00 m  x4. 00m な る 。 耕
11\土内にサ ヌ カ イ 右鍬 1 点 土。

地表下23cmで耕陪土赤褐内 色土石、 鍛耕検土第10 ト レ ン チ 2 .00m x4.00刑 は混只 k層、 よ り1 1 \ 。

地を合n表恵す下総る
2や
。
0棚地縄文で

山
、式陪
ま

溺
で

( 色条
の

土痕深tこ し 、た り第1 1 文) を包さ 巧ミ明 。
第12 ト レ ン チ 2 . 00 111 x 1 . 50 m 地表下10cmで地11 1 、 遺物 な L 。

l 峨ー 褐色粘質叫第13 ト レ ン チ 2 . 00 m  x 7 . 00 111 
に いた る 。 遺物な し

I "x"" X 4. 00.. 1 脇市 第第 14 ト レン チ 2 .00Ill x4.00制 検|司 1じ1 1 。0 然 石、 石皇族、 石破片等

l 第一 チ と 同 じ 遺 物 な第15 ト レ ン チ 2 .00 m x 4 . 00 m  
L 。

以
上
の
ほ
か、
貝
塚
東
北
方の
谷
に
八
箇
所
試
掘
拡
を
掘っ
た
が、
い
ず
れ
も
高い
部
位
か
ら
流
入
し
た
近
代の
推
積
土
層で
あっ
た。



四

遺

物

片
数
片、
須
恵
器一
片か
ら
な
る。

本
遺
跡
出
土
遺
物
は、
従
来
表
面
採
取
さ
れ
て
い
た
石
鎌
三
片
と
土
器
片、
今
回
採
取
し
た
石
鱗
三
点、
土
器
片、
発
掘
に
よっ
て
出
土
し
た
石
鉱
三
点、
縄
文
土
器

こ
れ
ら
の
う
ち
縄
文
式
土
器
片
は
い
ず
れ
も
荒い
ア
ル
カ
属の
貝
殻
で
横
走
す
る
条
痕
を
施
し
た
も
の
で、
焼
成
わ
る
く、
器
形
も
形
式
も
明
ら
か
で
ない。
胎
土の

状
態
か
ら
み
て
早
期の
土
器
と
は
思
え
な
い
の
で、
お
そ
ら
く
後
期の
所
産
で
は
な
か
ろ
う
か。
何
ぶ
ん
小
量
の
遺
物
で
は
判
定
困
難
で
あ
る。
須
恵
器の
残
依
は
古
墳

時
代
終
末
期
に
近
い
査の
破
片
と
推
定
さ
れ
る。
石
鎖
は
細
分
す
る
と
四
種
に
わ
け
ら
れ
る。
第一
類
は
チ
ャ

前

島

貝

塚

ー
ト
製
有
柄
石
鎌
で、
本
遺
跡か
ら
採
取
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
九
州
に
お
け
る
有
柄
石
鉱の
出
土

例
は
珍
ら
し
く、
従
来の
知
見
で
は
三
箇
以
上
の
例
を
き
か
な
い。
第二
類
は
無
柄
長
三
角
形
で、
頂
部が
わ

ず
か
に
扶
り
こ
み
最
も
多い
例
で
あ
る。
第三
類
は
無
柄
長
三
角
形で
頂
部
が
深
くU
字
形に
扶
り
こ
む。
第

四
類
は
無
柄
正
三
角
を
呈
し、
頂
部
が
V
字
形
に
扶
り
こ
む。
こ
れ
ら
の
石
嫌
に
は
時
間
的
な
前
後
関
係
が
あ

る
と
思
う
が、
併
出
土
器
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
ない。
その
他
石
器の
材
料
と
思
わ
れ
る
石
く
ず
が
若
干
出

土
し
た
ほ
か、
梅
木
殿
古
墳の
石
室か
ら
半
月
形
を
呈
し
た
双
角
状の
打
製
石
器一
点
が
採
取
さ
れ
た。
こ
の

よ
う
な
石
器
は
天
草
郡
五
和
町
通
調
沖ノ
原
貝
塚
に
お
い
て、
縄
文
式
土
器の
中
期
末
に
比
定
さ
れ
る
出
水
式

土
器
に
と
も
なっ
て
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る。
ま
た、
長
崎
県
南
高
来
郡
口
之
津
町
三
軒
屋
貝
塚
や
同

加
津
佐
町
長
瀬
貝
塚
で
は
弥
生
式
土
器(
後
期)
に
と
も
なっ
て、
十
数
個
出
土
し
たこ
と
が
知
ら
れ、
熊
本
県

下
益
城
郡
松
橋
町
大
野
貝
塚
で
は
縄
文
晩
期の
御
領
式
土
器の
層
か
ら
検
出
さ
れ
た。
し
か
し
同
郡
城
南
町
囲

貝
塚
で
は
弥
生
式
後
期の
土
器
と
と
もに
採
集
さ
れ、
上
益
城
郡
嘉
島
村
下
六
嘉
宮ノ
前
で
は
弥
生
式
中
期の

土
器
を
出
土
す
る
が、
同
じ
石
器
を
採
取
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
石
器
は
岩
礁
性の
貝
を
産
す
る
地
帯
の‘
貝

塚
に
多
く、
あ
る
い
は
貝
殻の
処
理
法
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

五

然

物

遺

自
本
遺
跡
出
土
の
自
然
遺
物は
未
整
理
の
た
め一
概
に
い
え
な
い
が、
発
掘
時の
所
見で
は
カ
キ、
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前

塚

島

貝

を
主
と
し 、
他
にコ
シ
タ
カ
ガ
シ
ガ
ラ 、

フ
トヘ

ナ
タ
リ
な
ど
が
め
だっ
て
い
た 。
動
物で
は
ジ
ヵ 、
イ
ノ
シ
シ
の
小
骨
片
を
採
取
し
た
に
す
ぎな
い 。

ウ
ミニ
ナ 、

六

結

以
上
のベ
た
通
り 、

本
遺
跡は 、
天
草の
離
島
地
帯
に
お
け
る
数
少
な
い
縄
文
式
貝
塚で
あ
る
が 、
す
で
に
調
査
以
前に
お
い
て 、
遺
跡の
肝
要
な
部
分は
壊
滅
状
態

に
あ
る
こ
と
が
わ
かっ
た 。
そ
し
て
貝
塚の
時
期
や
文
化
内
容に
つ
い
て
は 、
出
土
遺
物
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く 、

十
五
箇
所の
ト
レ
ン
チ
と
八
箇
所の
試
掘
出
を
掘
聞

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
予
期
し
た
成
果を
得
ら
れ
な
かっ
た 。
し
か
し
本
遺
跡に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
有
柄
石
嫉一
点
は
西
日
本に
稀
有
な
遺
物
だ
け
に 、
今
後の
類

例
探
索
と
伴
出
時
期
の
究
明
が
期
待
さ
れ
る 。

(
文
責
乙
益
重
隆)
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梅

殿

古

墳

塚

墳古塚殿梅

梅

殿

古

墳

塚

色同，J t-
ぺ一ーベ~ぃ

本
墳は、
前
島
貝
塚の
北
東
熊
本
大
学
臨
海
実
験
所に

通ず一軍少窪の
傍に
あ

註
-

る。
本
墳
に
つ
い
て
の
記
載
は、
本
国
次
郎
氏
(一
九
三
五
年〉
に
よ
る
そ
れ
が、

比
較
的
古い
もの
と
思
う
が、
当
時に
お
い
て
も
調
査
は
さ
れ
ず、
単
に
「
梅
殿

塚」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る。
その
後
来
調
査の
ま
ま
現
在
v向
いた守
?
た?と
思
わ
れ

る
が、
崩
壊
寸
前で
あ
り、
今
後
調
査
を
す
る
機
会
も
あ
ま
り
な
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で、
略
測
と
撮
影
を
お
こ
なっ
た。

現
況
(
写
真
1v
は
次の
ご
と
く
で
あ
る。
羨
門
部
で
は、。
再

怠約咋品l
糎の
側

壁
と
その
上
に
架
せ
ら
れ
た、
長
径一
・
六
米
厚
さ
三
十
t
四
十
糎の
眉
石
を
認
め、

そ
の
上
に
小
柄
を
まつ
る。
羨
門に
は
土
砂
が
流
入
し
て
お
り、
床
面
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い。
な
お、
羨
門に
は
二
枚の
切
石
が
置
か
れ
て
い
る
が、
古
績に
と
も

な
う
もの
で
は
あ
る
ま
い
と
考
え
る。
石
室
部に
お
い
て
は、
支
井
石
は
全
く
な
く、

奥
壁の一
部と
西
側
壁
二・
三
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る。
石
室
内
に
は
土
砂
が
充
満

し
て
い
る。
時
間
の
制
約
上、
床
面
を
露
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
かっ
た
の
で、
石

室・
羨
門
な
ど
の
計
測
値
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が、
玄
室は
長
方
形に
近
く
(
長
辺

約一
・
六
米
?)
その
短
側の
中
央に
巾の
せ
ま
い
(
七
十
糎〉
羨
門
が、
ほ
ぼ
南

に
閉
口
す
る。
奥
壁
か
ら
羨
門
ま
で
約
三
米
で
あ
る。
封
土
は
現
存
し
な
い
が、
周

囲の
状
況
か
ら
直
径
四
t
五
米
高
さ
二
米
余の
盛
土
が
あっ
た
と
考
え
た
い。

遺
物に
つ
い
て
は、
床
ざ
ら
え
を
お
こ
な
わ
な
かっ
た
の
で、
期
待
さ
れ
な
かっ

格

nw

 



梅

殿

塚

古

墳

た
が、
流
入
土
の
中か
ら、
前
島
貝
塚
に
属
す
る
縄
文
時
代
石
器
と
と
もに
須

恵
器
破
片
若
干が
得
ら
れ
た。
こ
の
須
恵
器
は、
過
去の
乱
掘
な
ど
に
よ
り
散

乱
し
た
もの
が、
再
投
入
さ
れ
た
もの
で
あ
ろ
う。
すべ
て
破
片
で
明
瞭
な
器

形
を一部
す
もの
は
な
い。

梅
殿
塚
古
墳に
つ
い
て
は、
上
記の
ご
と
く
判
明
し
な
い
点
が
多い
が、
こ

れ
を
要
約
す
る
な
ら
ば、
ほ
ぼ
南
に
閉
口
す
る
小
形の、
し
か
も
申
し
訳
程
度

(
図
1〉

の
羨
門
を
もっ、
横
穴
式
石
室
墳で
あ
る
と
い
え
る。
時
期
も六
世
紀
末
あ
る

い
は
七
世
紀に
下
降
す
る
もの
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
よ
う
な
小
形
古
墳
は、

天
草の
み
の
現
象で
は
な
い
が、
天
草に
お
い
て
も
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る。

一詔
2

近
くの
例
で
は、
永
浦
島
な
ど
の
古
墳
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
ま
た
こ
れ

ら
の
小
形
古
墳は、
副
葬
品
な
ど
も
貧
弱
な
場
合
が
多い。
天
草
諸
島に
お
け

る
後
期・
末
期の
古
墳
を
と
ら
え
る
場
合、
島
崎明
ご
と
に-
群
を
な
す
数
基
あ

る
い
は
十
数
基の
古
墳
は、
お
そ
ら
く
家
父
長
的
な
小
家
族の
家
族
墓
で、
各

世
代の
戸
主
を
中
心
に
逐
次
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
そ
の
中に
あっ

て、
石
室
構
造
上
あ
る
い
は
遺
物
な
ど
の
点
に
お
い
て、
盟
主
的
な
古
墳の
存

詰3

在
も
指
摘で
き
る。
前
島に
お
い
て
は、
姫
股
塚
古
墳の
み
で
他
に
は
古
墳は

認
め
ら
れ
な
い。

註
1

本
田
次
郎
『
天
草
の
史
蹟』
一

九
三
五
年
に、

今
津
村

前
島
古
墳

字
合
津
前
島
の
東
部
俗
に
梅
殿
塚

註
2
大
矢
野
島
・

千
束
歳
々
島
お
よ
び
天
草
上
島
に
は
さ
ま
れ
た 、

狭
い
海
域
に
浮
ぷ

島
々
即
ち
樋
合
・

永
浦
・

前
島
・

小
島
お
よ
び
沿
海
の
岬
に
は
古
墳
が
す
こ
ぶ
る

多
い

。

こ
の
内
樋
合
・

永
浦
島
に
対
L
て、

昭
和一一
二

年
八
月
坂
本
経
完
氏
を
中

心
と
し
て、

松
崎
盛
之
・

松
岡
史
・

士山
佐
輝
彦
各
氏
及
び
三
島
ら
に
よ
る
調
査
が

5 
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実
施
さ
れ 、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
坂
本
氏
の
見
解
に
よ
る
「
宋
掌
の
古
代」

熊
本
史
学
+
一

九
五
六
年
が
あ
る 。

註
3
同
島
所
在
の
カ
ミ
ノ
ハ
ナ
一

号
は

、

向
島
十
基
の
中
の
盟
主
的
な
古
墳
と
考
え
る
。

未
発
掘
で
あ
る
が、

横
穴
式
石
室
で
円
筒
繍
輸
・

人
物
嫡
輪
(
腕
の
破
片 。

三
島
格
「
熊
本
の
歴

史」

1、

熊
日
社、
一

九
五
六
年)

な
ど
を
も
っ

。
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